
Vivid Virtual Voice
V

3※注意事項
◆他者への

ネタバレに
十分配慮す

ること

　ここから先は、リプレイで使用したシナリオが書いてあります。

　あなたがこのシナリオの内容をそのプレイに参加していない人に語る場合、ネ

タバレにならないように注意してください。特にインターネット等の公開された

場での取り扱いにはご注意ください。

　なお、このシナリオをプレイするためにハンドアウトや今回予告をコピーする、

インターネット上にその部分だけ抜き出し掲載するのは構わないものとします。

シナリオ「Vivid Virtual Voice」
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▼
プ
リ
プ
レ
イ

■
シ
ナ
リ
オ
デ
ー
タ

　
　

プ
レ
イ
ヤ
ー
人
数
：
４
人

　
　
　
　

想
定
経
験
点
：
20
点
（
※
１
）

　
　
　

推
定
必
要
時
間
：
４
～
６
時
間
（
※
２
）

■
必
要
サ
プ
リ
メ
ン
ト
等

　

Ｇ
Ｍ
は
「
基
本
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」「
デ
ィ
ケ
イ
ド
」「
ド
ミ
ニ
オ

ン
ズ
」「
ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
」
が
必
要
と
な
り
、「
ド
ミ
ニ
オ
ン
ズ
」

掲
載
の
上
級
ド
ミ
ニ
オ
ン
ル
ー
ル
を
使
用
す
る
。

　

本
シ
ナ
リ
オ
は
「
ゲ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ィ
ー
ル
ド 22nd 

Season - Volum
e.5

」（
以
下
「
Ｇ
Ｆ
22

－

5
」）
で
紹
介
さ
れ

た
ド
ミ
ニ
オ
ン
、『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
を
舞
台
の
一
部
と
し
て

取
り
扱
う
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
「
Ｇ
Ｆ
22

－

（
※
１
）
シ
ナ
リ
オ
作
成
者
と
し
て
は
、【
大
罪
】
を
取
得
す
る
Ｐ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
使
用
可
能
な
経
験
点
を
10
点
に
減
ら
す
こ
と
を
推
奨
す
る
。

【
大
罪
】
取
得
に
際
し
て
の
経
験
点
の
減
算
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｍ
が
最
終
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
。

（
※
２
）
オ
フ
ラ
イ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
ボ
イ
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
想
定
時
間
で
あ
る
。

5
」
に
収
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
Ｇ
Ｍ
は
可

能
で
あ
れ
ば
「
Ｇ
Ｆ
22

－

5
」
の
該
当
ペ
ー
ジ
を
読
ん
で
お
く
と

よ
い
。（
エ
ネ
ミ
ー
デ
ー
タ
と
し
て
必
要
な
分
は
、
デ
ー
タ
に
組

み
込
む
か
必
要
部
分
の
み
引
用
し
た
。）

　

ま
た
、Ｐ
Ｃ
①
は
推
奨
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
都
合
上
、「
ア

ド
ヴ
ェ
ン
ト
」
か
「
Ｇ
Ｆ
22

－

5
」
の
ど
ち
ら
か
は
持
っ
て
い
る

人
に
振
り
分
け
る
こ
と
。

■
シ
ナ
リ
オ
背
景

　

仮
想
現
実
技
術
の
発
展
が
ア
ン
ノ
ウ
ン
マ
ン
達
の
世
界
に
広
が

り
、
彼
ら
へ
と
膾
炙
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昨
今
。

　

仮イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

想
現
実
の
世
界
に
存
在
す
る
、
特
別
な
才
能
を
持
つ
者
だ
け

が
接
続
で
き
る
と
い
う
特
別
な
Ｖ
Ｒ
サ
イ
ト
を
利
用
し
、
ネ
ッ
ト

上
で
活
動
す
る
「“
バ
ー
チ
ャ
ル
”
ア
イ
ド
ル
」
達
と
、
現
実
世

界
で
活
躍
す
る
「“
リ
ア
ル
”
ア
イ
ド
ル
」
達
の
競
演
を
主
催
す
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る
者
が
現
れ
た
。

　

特
別
な
Ｖ
Ｒ
サ
イ
ト
―
―
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
で
活
動
す
る
、

“
Ｍ
Ｃ
”
と
名
乗
る
謎
の
芸
能
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
そ
の
競
演

の
仕
掛
け
人
と
し
て
Ｐ
Ｃ
①
や
葉
月
い
の
り
に
接
触
し
、
確
か
に

企
画
を
盛
り
上
げ
続
け
た
。

　

し
か
し
、
彼
ら
彼
女
ら
が
打
ち
倒
し
た
「
ア
イ
ド
ル
」
が
、
そ

の
後
行
方
を
眩
ま
し
、
参
加
し
た
ア
イ
ド
ル
達
も
企
画
へ
の
参
加

継
続
を
脅
迫
さ
れ
る
に
至
り
、
仮バ

ー
チ
ャ
ル

想
世
界
と
現リ

ア

ル

実
世
界
、
双
方
を

跨
い
で
様
々
な
半
魔
達
が
事
件
に
関
わ
り
始
め
る
。

　
“
Ｍ
Ｃ
”
は
、『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
内
に
封
印
さ
れ
て
い
た
黒

い“
羽フ
ェ
ザ
ー根
”を
入
手
し
て
い
た
の
だ
。
彼
は
そ
の
力
を
以
て『
ア
ー

セ
ル
ト
レ
イ
』を
我
が
物
に
し
、最
終
的
に
は
現
実
世
界
を
も
オ
ー

バ
ー
ラ
イ
ド
せ
ん
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、“
羽
根
”
を
制

御
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
目
的
で
、
視
聴
者
で
あ
る
ア
ン
ノ
ウ

ン
マ
ン
達
を
含
め
た
「
人
々
の
想
い
」
や
ア
イ
ド
ル
達
が
磨
き
上

げ
た
「
輝
き
」
の
力
を
利
用
し
よ
う
と
、
企
画
を
ね
じ
曲
げ
て
い

た
。
本
シ
ナ
リ
オ
は
、“
羽
根
”
に
よ
っ
て
心
を
狂
わ
さ
れ
た
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、“
Ｍ
Ｃ
”
を
打
ち
倒
す
こ
と
で
終
了
と
な
る
。

■
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成
と
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト

　

今
回
予
告
を
読
み
上
げ
た
後
、
以
降
の
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
を
コ

ピ
ー
し
て
切
り
離
し
、
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
配
布
せ
よ
。
ど
の
プ
レ

イ
ヤ
ー
に
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
を
渡
す
か
は
、
Ｇ
Ｍ
の
任
意
に
し
て
も

よ
い
し
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
側
で
選
択
さ
せ
て
も
よ
い
。
な
お
、
ハ
ン

ド
ア
ウ
ト
お
よ
び
今
回
予
告
の
文
面
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
準
備
の
た
め
に
文
面
を
（
営
利
目
的
で
な
い
な

ら
ば
）
コ
ピ
ー
し
て
も
構
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

　

本
シ
ナ
リ
オ
は
、
特
に
ク
イ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
指
定
し
な
い
。

た
だ
し
、
Ｐ
Ｃ
①
は
「
ル
ー
ツ
：
ア
イ
ド
ル
」
を
含
む
か
、《
バ
ー

チ
ャ
ル
ス
タ
ー
》（「
Ｇ
Ｆ
22

－

5
」掲
載
の
電
脳
魔
術
師
追
加
ア
ー

ツ
）
を
取
得
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
し
、「
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
手
段
」
か
「
バ
ッ
ド
ス
テ
ー
タ
ス
を
与
え
る
手
段
」
の
ど
ち

ら
か
は
持
っ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｃ
①
は
他
Ｐ
Ｃ
よ
り
も
参
加
す
る
戦
闘
シ
ー
ン
の
数

が
ひ
と
つ
多
く
、
他
の
Ｐ
Ｃ
は
上
級
ド
ミ
ニ
オ
ン
ル
ー
ル
下
で
シ

ナ
リ
オ
初
期
に
や
や
厳
し
い
局
面
に
あ
る
、
特
殊
な
分
配
の
シ
ナ

リ
オ
で
あ
る
。
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●各キャラクターの指定カヴァーや設定について
　各ＰＣには以下の指定カヴァーまたは設定がつく。
　よく確認した上でキャラクターを作成すること。

【ＰＣ①】指定カヴァー：ネットアイドル（いわゆる “Vtuber” 等も含む）。
「魔の名」として、アイドルとしての “ 二つ名 ” があることが望ましい。

「ルーツ：アイドル」または《バーチャルスター》を取得すること。
【ＰＣ②】指定カヴァー：『アイドルＰ / マネージャー』or『死霊課職員』。

プロデューサーの場合、葉月いのりの担当Ｐかどうか決めておくこと。
【ＰＣ③】あなたはインターネットについて一通りの知識を持っている。
【ＰＣ④】指定カヴァー：ジャーナリスト。「ルーツ：メディア」は不要。

所属先は自由とする。特になければ、週刊イリジウムになるだろう。

●今回予告
さあ、視聴者の皆さんこんばんは。

最高のバーチャルスターを決めるバトルステージ、
“ デジタルステージ・マスカレード ” のお時間です！

最高のアピールバトル、最高のダンスステージ！
最高のバーチャルスターを決める一票は、あなたの手に！

さあ、幕を上げろ！
“ デジタルステージ・マスカレード ”、

Now On Stage!!

ビーストバインド トリニティ

「Vivid Virtual Voice」
煌めく舞台の裏側で、蠕動するは黒いエゴ。
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●ＰＣ①用ハンドアウト　　【絆】“ ＭＣ ”（関係：疑念）　            
　ＶＲ生放送サイトで毎夜毎夜行われる、ネットアイドルによるステージバトル「デ
ジタルステージ・マスカレード」。あなたは、主催者を名乗る人物――“ ＭＣ ” から
推薦され、このステージに立っている。
　実力あるスターであるあなたに課されているのは、白熱したライブバトルと勝利。
そんな中、本選であなたに敗北した配信者が、ＶＲサイトから唐突にその痕跡を消
した。訝しむあなたに、“ ＭＣ ” はこう告げたのだ。　――「今更降りてもらうわけ
には参りません。敗者の行方など、気にしないことです」
　これは尋常ならざる事件だ。“ ＭＣ ” の企みを暴く。ステージでも勝つ。
　両方やらなくちゃあいけないのが、トップスターのつらいところだが――。

●ＰＣ②用ハンドアウト　　【絆】葉月いのり（関係：庇護）     
　あなたは、池袋で活動するアイドルの一人、葉月いのりから相談を受けた。
　アイドルとして招待されたネット番組の収録で、“ 脅迫 ” を受けたというのだ。
　彼女の手の甲には、稲妻のような刻印がつけられている。曰く、収録参加を拒否
すれば、この刻印から呪ってお前を殺す、と。
　記録に残されている、彼女が出演中の番組はひとつだけ――「デジタルステージ・
マスカレード」。本選まで勝ち抜けた彼女を、電脳の悪意から守ること。それがあな
たの果たすべき仕事だ。

●ＰＣ③用ハンドアウト　【絆】“ プロフェット ”（関係：ビジネス）     
　“ プロフェット ” と言えば、池袋の電脳界隈で知らない者はいない。そんな情報屋
が、自らあなたに接触してきた。毎夜生放送サイトを騒がせる番組、「デジタルステー
ジ・マスカレード」。その正体について潜入捜査をしてほしいと言うのだ。
　「自分を変えたい」――強烈なエゴを持つ者だけが接続できるといわれる特別なＶ
Ｒサイト、アーセルトレイ。なぜ電脳世界に隠された特別なドミニオンが、「デジタ
ルステージ・マスカレード」という形でアンノウンマン達の目に触れる形で侵食し
ているのか。棲み分けが大事。いたずらに新しい混沌に介入されたくないと、“ プロ
フェット ” は告げた。

●ＰＣ④用ハンドアウト　　【絆】萩谷アリサ（関係：同僚）     
　「デジタルステージ・マスカレード」に出演したアイドルが、不可解な失踪を遂げた。
　魔物関係の情報を扱う雑誌記者であるあなたと萩谷アリサは、この事件について
取材と捜査を行っている。
　――無辜の人々を、情報を統べる魔物の悪意から守るために。
　その一点において志を同じくするあなたたちは、真相を求めて今日も夜を駆ける。

●シナリオハンドアウト
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▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ

『
あ
る
幕
開
け
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
Ｐ
Ｃ
①
／
他
Ｐ
Ｃ
登
場
不
可

Scene 1
　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ
で
は
、基
本
的
に
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
以
外

は
登
場
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。Ｐ
Ｃ
の
絆
・
エ
ゴ
や
設
定
に
よ
っ

て
、細
か
く
演
出
を
変
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

　

本
シ
ナ
リ
オ
で
は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ
の
シ
ー
ン
間
で

は
「
舞
台
裏
の
処
理
」を
行
わ
ず
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ
終
了

時
に
全
員
ま
と
め
て
「
舞
台
裏
の
処
理
」を
一
回
行
う
こ
と
を
選

ん
で
も
よ
い
。

◆
シ
ー
ン
概
要

　

こ
の
シ
ー
ン
は
、
Ｐ
Ｃ
①
が
シ
ナ
リ
オ
に
か
か
わ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
、
ア
イ
ド
ル
バ
ト
ル
番
組
「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ

ス
カ
レ
ー
ド
」
へ
の
参
加
依
頼
を
回
想
す
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。

▼
セ
リ
フ
：“
Ｍ
Ｃ
”

  「
そ
れ
で
は
―
―
投
票
結
果
の
発
表
で
す
！　
『
デ
ジ
タ
ル
ス

テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』、
本
選
第
一
試
合
…
…
勝
者
、（
あ
れ

ば
“
Ｐ
Ｃ
①
の
ネ
ッ
ト
上
で
の
通
り
名
”）
Ｐ
Ｃ
①
!!
」

▼
描
写
１

　

ぎ
ら
つ
く
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
舞
台
の
上
を
嘗
め
回
す
よ
う
に

動
き
、
舞
台
衣
装
で
着
飾
っ
た
Ｐ
Ｃ
①
を
照
ら
し
上
げ
る
。

　

湧
き
上
が
る
大
歓
声
は
、
あ
な
た
が
見
せ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
我
を
忘
れ
る
ほ
ど
魅
入
ら
れ
て
い
た
観
衆
た
ち
が
、
我
に
返
っ

て
あ
な
た
へ
と
上
げ
た
喝
采
だ
。

　
▼
セ
リ
フ
：“
Ｍ
Ｃ
”

  「
そ
れ
で
は
ま
た
明
日
、
煌
め
く
ス
テ
ー
ジ
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
。
シ
ー
・
ユ
ー
・
ア
ゲ
イ
ン
！
」

▼
描
写
２

　

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
、
舞
台
が
闇
へ
と
包

ま
れ
て
い
く
。
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隣
に
い
た
少
女
が
、
肩
で
息
を
し
な
が
ら
も
満
ち
足
り
た
表
情

で
あ
な
た
へ
手
を
振
っ
た
。

　

―
―
光
源
そ
の
も
の
が
な
く
な
り
、
視
界
が
完
全
な
闇
へ
と
落

ち
て
い
く
の
を
感
じ
な
が
ら
、
あ
な
た
は
こ
の
舞
台
の
発
端
を
思

い
出
し
て
い
た
。

▼
描
写
３
（
こ
こ
か
ら
回
想
シ
ー
ン
と
な
る
）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
発
展
し
た
昨
今
、
た
だ
「
ネ
ッ

ト
タ
レ
ン
ト
」「
ネ
ッ
ト
ア
イ
ド
ル
」
と
言
っ
て
も
、
録
画
し
た

動
画
の
投
稿
だ
け
が
そ
の
活
動
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

あ
な
た
は
仮バ

ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ

想
現
実
の
技
術
を
上
手
く
利
用
し
た
、
い
わ
ゆ
る

「
生
放
送
」
も
あ
わ
せ
て
人
気
を
博
す
る
、Ｖ
Ｒ
ア
イ
ド
ル
の
ト
ッ

プ
ス
タ
ー
だ
。

　

そ
ん
な
あ
な
た
に
、
Ｖ
Ｒ
上
で
ア
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
て
き
た
男

が
い
た
。

▼
セ
リ
フ
：“
Ｍ
Ｃ
”

  「
お
時
間
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｐ
Ｃ
①
さ
ん
―
―
い
え
、“（
Ｐ
Ｃ
①
の
通
り
名
）”
と
呼
ん
だ
方

が
よ
ろ
し
い
で
す
か
？
」

  「
あ
な
た
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
。
…
…
実
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
・
オ
フ
ラ
イ
ン
の
垣
根
を
問
わ
ず
、
ア
イ
ド
ル
界
隈

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
視
聴
者
投
票
形
式
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

大
会
を
開
こ
う
と
思
う
の
で
す
。
Ｖ
Ｒ
側
の
ア
イ
ド
ル
代
表
の
ひ

と
り
と
し
て
、
あ
な
た
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
」

  「“
リ
ア
ル
”
の
ア
イ
ド
ル
と
Ｖ
Ｒ
の
ア
イ
ド
ル
で
極
端
な
差
が

出
な
い
よ
う
、
ア
バ
タ
ー
モ
デ
ル
の
品
質
に
つ
い
て
は
あ
る
程

度
の
基
準
を
設
け
て
、“
リ
ア
ル
”
の
ア
イ
ド
ル
の
ア
バ
タ
ー
は

運
営
側
で
調
整
を
か
け
ま
す
。
参
加
に
あ
た
っ
て
課
す
条
件
と
し

て
は
…
…
途
中
棄
権
は
で
き
な
い
こ
と
と
合
わ
せ
て
こ
の
二
点
で

す
」

  「
私
の
夢
の
た
め
、
Ｖ
Ｒ
を
活
か
し
た
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の

未
来
の
た
め
、
あ
な
た
の
力
を
お
借
り
し
た
い
の
で
す
」

（
引
き
受
け
ら
れ
た
）「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

で
は
、
日

時
や
参
加
賞
金
等
は
追
っ
て
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
他
の

方
々
に
も
声
を
か
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
ゆ
え
、
こ
こ
で
失
礼
し
ま

す
。
あ
な
た
の
全
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
フ
ァ
ン
の
ひ
と
り
と

し
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
よ
」
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▼
描
写
４
（
Ｇ
Ｍ
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
）

　

―
―
か
く
し
て
、
後
に
『
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー

ド
』
と
銘
打
た
れ
る
ひ
と
つ
の
大
イ
ベ
ン
ト
が
動
き
出
し
た
。

　

予
選
を
問
題
な
く
勝
ち
抜
け
た
あ
な
た
は
そ
の
ま
ま
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
へ
と
駒
を
進
め
―
―
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
“
裏
側
”
に
、

や
が
て
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。

▼
結
末

　

回
想
の
終
了
を
以
て
シ
ー
ン
終
了
と
す
る
。
Ｐ
Ｃ
①
に【
Ｓ
Ａ
】

『「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
」
を
切
り
抜
け
る
』
を

与
え
る
こ
と
。

『
呪
う
電
脳
、
嗤
う
闇
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
Ｐ
Ｃ
②
／
他
Ｐ
Ｃ
登
場
不
可

Scene 2◆
シ
ー
ン
概
要

　

池
袋
内
に
拠
点
を
構
え
る
某
事
務
所
の
所
属
ア
イ
ド
ル
、
葉
月

い
の
り
が
、
出
演
中
の
番
組
の
こ
と
で
相
談
に
来
る
シ
ー
ン
。

　

Ｐ
Ｃ
②
の
カ
ヴ
ァ
ー
に
よ
っ
て
、
シ
ー
ン
の
場
所
を
変
え
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

▼
描
写
１
（
カ
ヴ
ァ
ー
「
死
霊
課
」
の
場
合
）

　

某
日
、
死
霊
課
。
あ
な
た
は
長
沢
遼
か
ら
、
あ
る
ひ
と
り
の
来

客
の
応
対
を
任
さ
れ
た
。

　

死
霊
課
の
刑
事
で
あ
る
あ
な
た
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
サ
イ
ド

テ
ー
ル
に
ま
と
め
た
黒
髪
が
目
立
つ
、快
活
そ
う
な
少
女
だ
っ
た
。

▼
描
写
１
（
カ
ヴ
ァ
ー
「
ア
イ
ド
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
の
場
合
）

※
こ
の
描
写
部
分
は
、
Ｐ
Ｃ
②
が
葉
月
い
の
り
の
担
当
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
／
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
て
記
載
し

て
い
る
。
関
係
が
違
う
場
合
は
、
適
宜
描
写
を
調
整
す
る
こ
と
。

　

池
袋
内
、
某
芸
能
事
務
所
内
に
て
。
あ
な
た
は
、
出
演
番
組
に

つ
い
て
担
当
ア
イ
ド
ル
か
ら
相
談
を
受
け
た
。

　

葉
月
い
の
り
―
―
現
在
、
あ
な
た
の
事
務
所
内
で
売
り
出
し
中

の
ア
イ
ド
ル
だ
。
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▼
セ
リ
フ
：
葉
月
い
の
り

  「
わ
ざ
わ
ざ
す
み
ま
せ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

（
カ
ヴ
ァ
ー
が
ア
イ
ド
ル
関
係
者
で
な
い
場
合
）「
私
、
葉
月
い
の

り
と
言
い
ま
す
。
一
応
…
…
ア
イ
ド
ル
っ
て
職
業
で
い
い
ん
で

し
ょ
う
か
？
」

  「
ひ
と
つ
、
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
」

（
い
の
り
は
制
服
の
袖
を
め
く
り
、
手
の
甲
を
見
せ
る
。
そ
こ
に

は
小
さ
く
、
赤
黒
い
稲
妻
の
よ
う
な
痕
が
あ
っ
た
）

  「
…
…
今
、
出
演
中
の
番
組
の
こ
と
で
す
。
今
、
Ｖ
Ｒ
サ
イ
ト
と

現
実
の
会
場
を
繋
い
で
ア
イ
ド
ル
達
が
演
技
対
決
を
す
る
、『
デ

ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
と
い
う
番
組
に
、オ
フ
ァ
ー

を
受
け
て
出
演
し
て
い
る
の
で
す
（
の
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
な

ら
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
）
が
…
…
」

  「
向
こ
う
へ
の
出
演
は
Ｖ
Ｒ
サ
イ
ト
用
の
ア
バ
タ
ー
を
通
し
て

だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
日
の
収
録
を
終
え
た
ら
、
気
付
い
た

ら
こ
の
痕
が
つ
い
て
い
た
ん
で
す
」

  「
次
の
収
録
の
時
に
、
主
催
者
に
問
い
合
わ
せ
た
ん
で
す
。
そ
う

し
た
ら
、『
最
後
ま
で
番
組
に
参
加
し
ろ
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

こ
の
傷
が
お
前
を
呪
っ
て
死
に
至
る
』
…
…
と
。
表
現
は
、
も
う

少
し
柔
ら
か
い
も
の
で
し
た
け
ど
」

  「
幸
い
、
今
私
が
抱
え
て
い
る
番
組
は
こ
れ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
ブ
ッ
キ
ン
グ
等
の
心
配
は
、
い
ら
な
い
ん
で
す
け
ど
」

  「
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
収
録
は
私
一
人
で
行
っ
て
い

た
ん
で
す
が
…
…
次
か
ら
は
、
一
緒
に
来
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。
収
録
は
あ
と
二
回
。
そ
の
間
だ
け
で
も
、
構
い
ま
せ
ん
の
で

…
…
！
」

（
引
き
受
け
た
）「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

次
回
の
収
録
日
、

そ
の
前
に
少
し
調
べ
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
。
ち
ょ
っ
と
早
め
に
待

機
場
所
に
行
く
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

▼
結
末

　

シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。
Ｐ
Ｃ
②
に
【
Ｓ
Ａ
】『
葉
月
い
の
り
の

護
衛
を
完
遂
す
る
』
を
与
え
る
こ
と
。
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『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
を
覆
う
影
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
Ｐ
Ｃ
③
／
他
Ｐ
Ｃ
登
場
不
可

Scene 3◆
シ
ー
ン
概
要

　
「
自
分
を
変
え
た
い
」
と
い
う
強
烈
な
エ
ゴ
を
持
つ
人
々
の
み

が
接
続
で
き
る
Ｖ
Ｒ
サ
イ
ト
「
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
」。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
ひ
っ
そ
り
と
存
在
す
る
閉
鎖
的
な
ド
ミ
ニ
オ
ン
が
、

な
ぜ
か
ア
ン
ノ
ウ
ン
マ
ン
の
目
に
も
触
れ
る
形
で
現
れ
た
。

　

無
用
な
騒
ぎ
を
持
ち
込
ま
れ
た
く
な
い
“
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
”
が
、

あ
な
た
に
直
接
の
介
入
を
依
頼
す
る
シ
ー
ン
で
あ
る
。

▼
描
写
１

　

あ
な
た
の
下
に
、
通
信
が
入
っ
た
。

　
“
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
”
―
―
池
袋
の
中
で
知
ら
ぬ
も
の
は
な
い
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
の
、
伝
説
の
情
報
屋
。
あ
な
た
に
と
っ
て
は
、
知

ら
な
い
相
手
で
は
な
い
。

▼
セ
リ
フ
：“
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
”

  「
お
久
し
ぶ
り
で
す
ね
、
Ｐ
Ｃ
③
さ
ん
」

  「
あ
な
た
に
依
頼
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
。
お
時
間
、
よ
ろ

し
い
で
す
か
？
」

  「
そ
れ
で
は
、
先
に
。
あ
な
た
は
、『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
と
い

う
Ｖ
Ｒ
サ
イ
ト
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」

（
知
ら
な
い
）「
ま
あ
、
特
定
の
エ
ゴ
を
持
っ
て
い
る
人
に
し
か
接

続
で
き
な
い
、
特
別
な
Ｖ
Ｒ
サ
イ
ト
で
す
。
一
種
の
ド
ミ
ニ
オ
ン

と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
」

（
知
っ
て
い
る
）「
さ
す
が
で
す
ね
。
説
明
が
早
く
済
む
の
は
助
か

り
ま
す
」

  「
こ
の
Ｖ
Ｒ
サ
イ
ト
に
、
ひ
と
つ
不
審
な
動
き
が
あ
り
ま
す
」

  「
ど
う
や
ら
、『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
と
こ
の
現
実
世
界
を
直
接

繋
い
で
、
何
か
を
し
よ
う
と
目
論
む
者
が
い
る
よ
う
な
の
で
す
」

  「
Ｖ
Ｒ
サ
イ
ト
で
夜
な
夜
な
中
継
さ
れ
て
い
る
番
組
、『
デ
ジ
タ

ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
…
…
こ
の
番
組
を
、
潰
し
て
く

だ
さ
い
」

  「
私
も
か
の
サ
イ
ト
の
利
用
者
の
ひ
と
り
で
す
。『
ア
ー
セ
ル
ト

レ
イ
』
を
、
余
計
な
人
間
の
観
測
で
劣
化
さ
せ
た
く
は
な
い
。
サ

イ
ト
へ
の
接
続
手
段
は
、
私
の
方
で
細
工
し
ま
す
。
あ
な
た
は
、
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『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
と
現
実
世
界
を
繋
ご
う
と
し
て
い
る
何
者

か
の
思
惑
を
掴
み
、
粉
砕
し
て
く
だ
さ
い
」

  「
…
…
た
だ
し
、
こ
の
接
続
手
段
は
か
な
り
強
引
な
も
の
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
さ
を
欠
か
な
い
よ
う
に
」

  「
報
酬
は
、前
回
の
通
り
に
。よ
い
知
ら
せ
を
、期
待
し
て
い
ま
す
」

▼
結
末

　

シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。
Ｐ
Ｃ
③
に【
Ｓ
Ａ
】『「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー

ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
」
の
裏
を
暴
く
』
を
与
え
る
こ
と
。

『
真
実
は
夜
闇
の
中
で
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
Ｐ
Ｃ
④
／
他
Ｐ
Ｃ
登
場
不
可

Scene 4◆
シ
ー
ン
概
要

　

ネ
ッ
ト
生
放
送
後
に
謎
の
失
踪
を
遂
げ
た
ア
イ
ド
ル
が
い
る
、

と
い
う
噂
を
調
査
す
る
あ
な
た
た
ち
は
、
毎
夜
毎
夜
放
送
さ
れ
る

番
組
「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
」
に
辿
り
着
い
た
。

　

噂
の
真
相
を
掴
み
、
白
日
の
下
に
さ
ら
す
こ
と
で
、
夜
の
世
界

に
巻
き
込
ま
れ
る
人
々
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
。
あ
な
た
は
、

志
を
同
じ
く
す
る
仕
事
上
の
相パ
ー
ト
ナ
ー棒、

萩
谷
ア
リ
サ
と
共
に
事
件
に

さ
ら
に
深
く
首
を
突
っ
込
ん
で
い
く
…
…
。

▼
描
写
１

　

池
袋
、
あ
る
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
舞
台
袖
に
あ
な
た
た
ち
は
来
て

い
た
。毎
夜
毎
夜
放
送
さ
れ
る
深
夜
帯
の
ア
イ
ド
ル
ラ
イ
ブ
番
組
、

「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
」
に
ま
つ
わ
る
、
き
な

臭
い
噂
の
真
相
を
探
る
た
め
だ
。

  「
魔
物
事
件
」
に
関
わ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
端
く
れ
と
し
て
、

無
辜
の
ア
ン
ノ
ウ
ン
マ
ン
達
が
被
害
を
受
け
な
い
よ
う
に
真
実
を

つ
か
み
取
る
。
あ
な
た
と
萩
谷
ア
リ
サ
は
、
そ
の
噂
の
真
偽
を
確

か
め
る
た
め
、
直
接
会
場
に
乗
り
込
ん
で
い
た
。

▼
セ
リ
フ
：
萩
谷
ア
リ
サ

  「
…
…
無
事
に
潜
入
で
き
た
わ
ね
。
意
外
と
警
備
が
厚
い
…
…
」

  「
さ
て
、Ｐ
Ｃ
④
。
改
め
て
確
認
さ
せ
て
。
私
た
ち
の
目
的
は
、『
デ

ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
の
噂
…
…
『
出
演
し
た
人

物
が
失
踪
し
て
い
る
』
の
を
確
か
め
る
こ
と
、そ
し
て
可
能
な
ら
、

そ
の
理
由
や
原
因
を
突
き
止
め
る
事
よ
」
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  「
し
か
し
、
賑
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
ね
。
ネ
ッ
ト
配
信
さ
れ
て
い
る

と
は
聞
い
て
い
る
け
ど
、
そ
れ
に
し
た
っ
て
…
…
」

▼
描
写
２

　

会
場
が
湧
き
上
が
る
。
一
種
の
視
聴
者
投
票
を
組
み
込
ん
だ

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
的
な
形
式
で
進
む
、
こ
の
回
戦
の
投
票
が
終

わ
っ
た
よ
う
だ
。

  「
そ
れ
で
は
―
―
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
、
本
選

第
四
試
合
…
…
勝
者
、
葉
月
い
の
り
！
」

　

ぎ
ら
つ
く
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
、勝
者
で
あ
る
少
女
を
照
ら
す
。

そ
の
影
で
、“
敗
者
”
の
少
女
が
彼
女
へ
と
拍
手
を
送
っ
て
い
た
。

  「
そ
れ
で
は
ま
た
来
週
、
煌
め
く
ス
テ
ー
ジ
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
。
シ
ー
・
ユ
ー
・
ア
ゲ
イ
ン
！
」

▼
シ
ス
テ
ム
的
処
理

　

Ｇ
Ｍ
は
《
資
産
：
空
間
連
結
》
の
使
用
を
宣
言
せ
よ
。

　

こ
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
と
、
別
の
空
間
を
接
続
し
て
様
々
な
も
の

が
移
動
す
る
。

▼
描
写
３

　

照
明
の
明
る
さ
は
変
わ
っ
て
い
な
い
は
ず
な
の
に
、
周
囲
が
闇

へ
と
閉
ざ
さ
れ
て
い
く
。
視
界
が
完
全
な
闇
に
閉
ざ
さ
れ
た
次
の

瞬
間
、
あ
な
た
た
ち
は
会
場
の
外
に
移
動
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

周
囲
に
は
、
会
場
に
い
た
観
客
や
、
対
戦
の
勝
者
で
あ
っ
た
葉

月
い
の
り
が
佇
ん
で
い
た
が
―
―
彼
女
の
「
対
戦
相
手
」
だ
っ
た

は
ず
の
少
女
は
ど
こ
に
も
い
な
か
っ
た
。

▼
セ
リ
フ
：
萩
谷
ア
リ
サ

  「
…
…
確
か
に
、
葉
月
い
の
り
の
対
戦
相
手
だ
っ
た
は
ず
の
ア
イ

ド
ル
が
見
当
た
ら
な
い
わ
ね
。
一
体
、
何
が
起
こ
っ
た
と
い
う
の

…
…
？
」

  「
一
旦
こ
こ
か
ら
離
れ
る
わ
よ
。
あ
ま
り
な
い
と
は
思
う
け
ど
、

忍
び
込
ん
だ
手
前
、
バ
レ
る
前
に
撤
収
し
て
情
報
を
ま
と
め
直
し

ま
し
ょ
う
」

▼
結
末

　

シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。
Ｐ
Ｃ
④
に【
Ｓ
Ａ
】『「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー

ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
」
の
裏
を
暴
く
』
を
与
え
る
こ
と
。
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▼
ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ

『
消
え
た
少
女
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
Ｐ
Ｃ
①
／
他
Ｐ
Ｃ
登
場
不
可

Scene 5◆
シ
ー
ン
概
要

　

本
選
第
一
回
戦
を
勝
ち
抜
い
た
Ｐ
Ｃ
①
が
、
そ
の
対
戦
相
手

だ
っ
た
少
女
と
会
話
す
る
こ
と
で
、
自
身
の
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の

ス
タ
ン
ス
を
表
明
す
る
（
よ
う
に
Ｇ
Ｍ
か
ら
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
振

る
）
シ
ー
ン
。
そ
の
後
、“
Ｍ
Ｃ
”
と
Ｐ
Ｃ
①
の
会
話
を
行
う
。

▼
描
写
１

  「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
」
と
銘
打
た
れ
た
、オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
形
式
を
模
し
た
ア
イ
ド
ル
番
組
の
生
放
送
か
ら
一
晩

明
け
て
。
あ
な
た
は
、
第
一
回
戦
で
激
突
し
た
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ア

イ
ド
ル
で
あ
る
少
女
と
、『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
内
で
会
う
約
束

を
し
て
い
た
。

  『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
は
特
殊
な
Ｖ
Ｒ
サ
イ
ト
だ
。
何
で
も
、
あ

る
種
の
“
才
能
”
が
な
け
れ
ば
接
続
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
ら
し
い

が
、
あ
な
た
は
問
題
な
く
こ
の
サ
イ
ト
に
接
続
で
き
て
い
る
。
そ

し
て
、「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
」
の
バ
ー
チ
ャ

ル
側
の
参
加
者
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
を

活
動
拠
点
と
し
て
い
る
ア
イ
ド
ル
達
な
の
だ
。

▼
描
写
２

※
Ｇ
Ｍ
は
第
一
回
戦
で
Ｐ
Ｃ
①
と
対
戦
し
た
ア
イ
ド
ル
（
特
に
名

前
や
背
景
の
設
定
は
さ
れ
て
い
な
い
モ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
名
前

な
ど
は
Ｇ
Ｍ
の
好
き
に
設
定
し
て
よ
い
が
、
何
も
な
け
れ
ば
、
リ

プ
レ
イ
で
使
用
し
た
女
性
ア
イ
ド
ル
「
大お
お
み
ね峰

晶あ
き
ら」

の
名
前
を
使
用

す
る
と
よ
い
）
を
シ
ー
ン
に
登
場
さ
せ
、
Ｐ
Ｃ
①
の
ア
イ
ド
ル
と

し
て
の
ス
タ
ン
ス
や
原
点
に
つ
い
て
の
描
写
を
引
き
出
す
よ
う
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
挟
む
。
リ
プ
レ
イ
の
当
該
シ
ー
ン
も
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

バ
ー
チ
ャ
ル
ア
イ
ド
ル
と
し
て
の
大
峰
晶
の
ス
タ
ン
ス
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
Ｇ
Ｍ
は
適
宜
こ
の
設
定
を
追
加
・
修
正
・
削
除
し

て
よ
い
。
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●
自
分
が
ど
う
い
っ
た
キ
ャ
ラ
付
け
で
今
後
の
ア
イ
ド
ル
活
動
を

す
べ
き
か
、
迷
い
が
見
ら
れ
る
。

●
そ
の
た
め
に
、
Ｐ
Ｃ
①
の
今
ま
で
の
活
動
の
経
緯
を
聞
き
、
参

考
に
し
た
い
。

●
バ
ー
チ
ャ
ル
ア
イ
ド
ル
で
あ
り
自
分
の
外
見
は
仮
想
現
実
の
も

の
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
あ
る
た
め
、
外ア
バ
タ
ー見

を
変
形
さ
せ
る
こ
と

に
は
抵
抗
が
な
い
。

　

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
が
一
区
切
り
し
て
、
Ｐ
Ｃ
①
の
ア
イ
ド
ル
と
し

て
の
ス
タ
ン
ス
や
原
点
が
表
現
さ
れ
た
と
Ｇ
Ｍ
が
判
断
し
た
ら
、

描
写
３
に
進
む
。

▼
描
写
３

  「
じ
ゃ
あ
―
―
」
と
、席
を
立
と
う
と
し
た
彼
女
の
ア
バ
タ
ー
が
、

不
自
然
な
形
で
凍
り
付
い
た
。
表
情
は
動
く
も
の
の
、
動
作
そ
の

も
の
が
自
分
の
意
志
に
つ
い
て
こ
な
い
―
―
そ
ん
な
不
可
解
な
現

象
に
、
声
を
上
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
。

　

ぶ
つ
り
、
と
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
る
よ
う
な
音
と
と
も

に
、
彼
女
は
そ
の
場
か
ら
消
失
し
た
。

▼
シ
ス
テ
ム
的
処
理

　

Ｇ
Ｍ
は
《
資
産
：
帰
還
門
》
を
使
用
し
、
そ
の
ア
イ
ド
ル
を
退

場
さ
せ
る
こ
と
。入
れ
替
わ
り
で“
Ｍ
Ｃ
”が
シ
ー
ン
に
登
場
す
る
。

▼
セ
リ
フ
：“
Ｍ
Ｃ
”

  「
―
―
い
や
、
実
に
素
晴
ら
し
い
。
ご
高
説
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
、
Ｐ
Ｃ
①
さ
ん
」

  「
昨
日
は
第
一
回
戦
の
勝
利
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て

も
よ
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

  「
や
は
り
競
い
合
う
な
か
で
皆
さ
ん
が
見
せ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
、
と
て
も
輝
か
し
く
、
素
晴
ら
し
い
…
…
」

  「
あ
あ
、
彼
女
は
時
間
切
れ
で
す
。
た
だ
た
だ
敗
者
を
こ
の
場
に

留
め
置
く
だ
け
と
い
う
の
は
、
中
々
コ
ス
ト
の
か
か
る
行
為
で
し

て
。
あ
な
た
は
勝
者
だ
。
勝
者
は
勝
者
ら
し
く
振
る
舞
い
、
敗
者

の
行
方
な
ど
、
気
に
し
な
い
こ
と
で
す
」

  「
あ
な
た
に
、
こ
の
企
画
か
ら
今
更
降
り
て
も
ら
う
わ
け
に
は
参

り
ま
せ
ん
。
な
の
で
少
々
強
引
で
す
が
、
あ
な
た
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
少
々
な
が
ら
指
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

（“
Ｍ
Ｃ
”
は
手
を
か
ざ
し
、灰
色
の
光
を
Ｐ
Ｃ
①
に
向
け
て
放
つ
）
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▼
シ
ス
テ
ム
的
処
理

　

Ｇ
Ｍ
は
Ｐ
Ｃ
①
に
対
し
て
《
資
産
：
告
死
》
を
使
用
せ
よ
。

　

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は
な
い
が
、
Ｐ
Ｃ
①
は
戦
闘
シ
ー
ン
に
登
場

し
な
か
っ
た
場
合
、
真
の
死
と
な
る
。

▼
セ
リ
フ
：“
Ｍ
Ｃ
”

  「
な
に
、
あ
な
た
が
番
組
に
最
後
ま
で
参
加
し
て
く
れ
る
な
ら
、

特
に
何
も
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
―
―
番
組
を
降
り
る
よ
う
な
ら
、
た

だ
無
残
に
死
ぬ
だ
け
で
す
。
極
限
の
状
態
か
ら
生
じ
る
あ
な
た
た

ち
の
魂
の
輝
き
―
―
そ
れ
を
も
っ
と
、私
に
見
せ
て
も
ら
い
た
い
」

  「
あ
あ
、
第
二
回
戦
の
待
機
場
所
は
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

送
っ
て
お
き
ま
す
の
で
、
必
ず
来
て
く
だ
さ
い
ね
？
」

▼
結
末

　

シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。

『
分
析
研
究
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
Ｐ
Ｃ
③
／
他
Ｐ
Ｃ
登
場
不
可

Scene 6◆
シ
ー
ン
概
要

　

Ｐ
Ｃ
③
が
“
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
”
の
細
工
を
通
じ
て
電
脳
世
界
に

突
入
し
、そ
こ
で
の
活
動
を
開
始
す
る
シ
ー
ン
。そ
の
途
中
で
、「
電

脳
世
界
に
生
身
の
人
間
が
い
る
」
こ
と
を
報
告
さ
れ
、
そ
こ
に
向

か
う
よ
う
指
示
さ
れ
る
。

▼
描
写
１

　

あ
な
た
は
“
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
”
の
支
援
を
受
け
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
中
に
あ
る
Ｖ
Ｒ
サ
イ
ト
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
に
進
入
し
た
。

　

精
緻
な
ア
バ
タ
ー
モ
デ
ル
と
、
一
種
の
現
実
感
が
、
仮
想
現
実

の
世
界
で
あ
な
た
を
取
り
囲
む
。

　

こ
こ
は
異
世
界
、
電
脳
世
界
の
隠
れ
里
。

　

あ
な
た
は
そ
こ
に
、
強
引
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。

▼
セ
リ
フ
：“
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
”（
１
）

  「
…
…
Ｐ
Ｃ
③
さ
ん
。
無
事
、
接
続
で
き
ま
し
た
か
？
」
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  「
ア
バ
タ
ー
モ
デ
ル
は
一
旦
あ
な
た
の
普
段
の
姿
に
合
わ
せ
て
い

ま
す
が
、
必
要
な
ら
可
能
な
範
囲
で
調
整
し
ま
す
。
大
丈
夫
で
す

か
？
」

▼
セ
リ
フ
：“
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
”（
２
）

  「
さ
て
―
―
こ
の
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
と
い
う
サ
イ
ト
は
、
あ

る
種
の
エ
ゴ
を
持
つ
者
に
し
か
接
続
で
き
な
い
、
と
い
う
話
を
し

ま
し
た
ね
」

  「
こ
の
場
所
の
鍵
と
な
る
の
は
、『
自
分
を
変
え
た
い
』、
あ
る
い

は
『
他
の
誰
か
に
な
り
た
い
』
と
い
う
強
烈
な
エ
ゴ
…
…
」

  「
今
あ
な
た
が
感
じ
て
い
る
奇
妙
な
現
実
感
と
、
精
緻
な
ア
バ

タ
ー
は
、
誰
が
も
た
ら
し
た
の
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い

う
特
別
な
場
所
で
す
」

  「
た
だ
し
、
今
あ
な
た
は
、
こ
の
世
界
に
私
の
手
引
き
―
―
い
わ

ば
不
正
な
手
段
で
立
ち
入
っ
て
い
ま
す
」

  「
こ
の
場
は
ひ
と
つ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
。
異
分
子
で
あ
る
あ
な
た
が

世
界
律
か
ら
外
れ
た
行
為
を
す
る
時
、
一
体
何
が
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
」

  「
ま
た
、『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
自
体
が
様
々
な
ユ
ー
ザ
ー
の
エ

ゴ
を
内
包
す
る
特
別
な
場
所
で
す
。
番
組
ひ
と
つ
も
あ
る
種
の
ド

ミ
ニ
オ
ン
と
捉
え
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
」

  「
私
が
で
き
た
の
は
、
世
界
を
わ
ず
か
に
騙
し
た
だ
け
。
も
し
か

す
る
と
何
か
特
別
な
手
段
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
…
…
今

の
と
こ
ろ
は
、
慎
重
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
」

▼
シ
ス
テ
ム
的
処
理

　

Ｇ
Ｍ
は
《
資
産
：
法
則
》（
効
果
は
左
に
掲
載
）
を
使
用
し
、

世
界
律
［
異
構
の
界
塚
］
を
公
開
す
る
。［
異
構
の
界
塚
］
の
効

果
は
デ
ー
タ
セ
ク
シ
ョ
ン
を
参
照
せ
よ
。

《資産：法則》
『アーセルトレイ』や、そのセフィ

ラに正規の方法で進入していない
キャラクターは、［世界律］の影響
を無視する際に、罪１点だけでは
なく、「【ＦＰ】２０点」「愛１点」
「人間性２Ｄ６点」のいずれかを追
加のコストとして支払わなければ
ならない。　（他のキャラクターに

［世界律］の影響を無視させる際は、
対象のキャラクターが『アーセル
トレイ』に正規の方法で進入して
いるかどうかで判断する。この時、
追加のコストを支払うのは罪を消
費するキャラクターである。）
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▼
セ
リ
フ
：“
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
”

  「
…
…
え
？
」（
激
し
い
タ
イ
プ
音
と
と
も
に
、
彼
女
は
呆
け
た

よ
う
な
声
を
上
げ
る
）    「
見
間
違
い
や
検
索
ミ
ス
で
は
…
…
な
い

よ
う
で
す
ね
。
Ｐ
Ｃ
③
さ
ん
、
ま
ず
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
場

所
が
あ
り
ま
す
」

  「
今
、『
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
の
『
楽
屋
』

と
し
て
占
有
さ
れ
て
い
る
部
屋
に
、
生
身
の
人
間
…
…
？　

と
思

し
き
反
応
が
あ
り
ま
し
て
。
サ
イ
ト
マ
ッ
プ
は
転
送
し
ま
し
た
。

そ
こ
の
調
査
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？
」

▼
結
末

　

Ｐ
Ｃ
③
が
指
示
を
承
諾
し
た
ら
、
シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。

『
交
錯
す
る
空
間
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
Ｐ
Ｃ
②
／
自
動
登
場
：
Ｐ
Ｃ
④

Scene 7◆
シ
ー
ン
概
要

　

現
実
世
界
の
会
場
を
探
索
し
た
い
葉
月
い
の
り
や
Ｐ
Ｃ
④
達
の

思
惑
が
重
な
り
、
結
果
と
し
て
Ｐ
Ｃ
②
と
Ｐ
Ｃ
④
が
合
流
す
る

シ
ー
ン
。
こ
の
シ
ー
ン
で
行
う
「
会
場
探
索
」
の
た
め
の
判
定
は

情
報
収
集
判
定
と
し
て
扱
う
。

▼
描
写
１

　
『
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』、
本
選
準
決
勝
の
収

録
日
。

　

葉
月
い
の
り
と
Ｐ
Ｃ
②
は
、
待
機
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い

た
先
日
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
も
う
一
度
来
て
い
た
。

　

い
の
り
が
、
ど
う
し
て
も
確
か
め
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
と

言
っ
て
、
指
定
時
間
よ
り
も
そ
れ
な
り
に
早
い
到
着
だ
っ
た
。

　

一
方
、
不
法
侵
入
の
ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
た
今
、
萩
谷
ア
リ
サ
と

Ｐ
Ｃ
④
も
、
こ
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の”

家
捜
し”

に
乗
り
込
ん
だ

と
こ
ろ
だ
っ
た
…
…
。
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▼
セ
リ
フ
：
葉
月
い
の
り

  「
う
ー
ん
、
や
っ
ぱ
り
気
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
」

  「
あ
の
と
き
、
引
っ
張
り
出
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
会
場
の
外
に
出

さ
れ
た
の
、
お
か
し
い
と
思
う
ん
で
す
」

  「
対
戦
相
手
の
子
も
知
ら
な
い
子
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
、
あ
の

後
連
絡
が
全
然
取
れ
な
い
で
す
し
…
…
」

  「
何
か
こ
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
に
仕
掛
け
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
、
先
に
調
べ
た
い
と
思
っ
て
来
た
ん
で
す
」

  「（
Ｐ
Ｃ
④
達
の
い
る
方
向
に
視
線
を
向
け
て
）
そ
こ
に
い
る
あ

な
た
た
ち
も
、
そ
う
思
い
ま
せ
ん
か
？
」

▼
セ
リ
フ
：
萩
谷
ア
リ
サ

（
隠
れ
て
い
た
物
陰
か
ら
出
る
）

  「
驚
い
た
わ
ね
…
…
。ま
あ
、隠
れ
て
た
っ
て
言
っ
て
も
こ
れ
じ
ゃ

お
ま
ま
ご
と
み
た
い
な
も
の
ね
」

▼
セ
リ
フ
：
葉
月
い
の
り

  「
あ
、
や
っ
ぱ
り
。
前
の
収
録
の
時
に
、
舞
台
袖
ま
で
来
て
た
人

で
す
よ
ね
」

  「
会
場
に
来
た
時
に
は
い
な
か
っ
た
人
だ
か
ら
、
却
っ
て
印
象
に

残
っ
て
た
ん
で
す
よ
」

  「
…
…
一
緒
に
、
こ
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

何
か
、
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
」

▼
判
定
の
指
示

　

代
表
者
に
、
会
場
内
探
索
の
た
め
の
情
報
収
集
判
定
を
行
う
よ

う
指
示
す
る
。（
ア
ク
シ
デ
ン
ト
：
13
以
下
／
難
易
度
：
14
）

　

判
定
の
成
功
・
失
敗
に
か
か
わ
ら
ず
、
舞
台
セ
ッ
ト
の
裏
側
に

異
な
る
ド
ミ
ニ
オ
ン
へ
の
侵
入
口
が
あ
る
こ
と
を
あ
な
た
た
ち
は

発
見
す
る
。
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
し
た
場
合
は
時
間
が
掛
か
っ

た
も
の
と
し
て
、
登
場
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
全
員
の
人
間
性
を
１
Ｄ
６

点
低
下
さ
せ
る
。

▼
セ
リ
フ
：
萩
谷
ア
リ
サ

  「
こ
れ
は
…
…
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
入
り
口
？
」

▼
セ
リ
フ
：
葉
月
い
の
り

  「
あ
ー
、な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。
こ
れ
、向
こ
う
側
…
…
バ
ー
チ
ャ
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ル
の
舞
台
の
方
に
繋
が
っ
て
る
や
つ
で
す
ね
。
そ
う
で
な
き
ゃ
、

リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
の
ア
イ
ド
ル
を
同
じ
舞
台
に
並
べ
て
ど
う

こ
う
し
よ
う
、
っ
て
事
自
体
無
理
で
し
ょ
う
し
」

  「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
乗
り
込
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
鬼
が
出
る
か
蛇
が

出
る
か
…
…
レ
ッ
ツ
、
Ｖ
Ｒ
生
身
の
旅
！
」

▼
結
末

　

シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。
Ｇ
Ｍ
は
、
次
は
戦
闘
シ
ー
ン
で
あ
る
こ

と
を
必
ず
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
伝
え
る
こ
と
。

『
バ
ト
ル
コ
ン
サ
ー
ト
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
登
場
者
の
う
ち
Ｐ
Ｃ
番
号
が
最
小
の
者

Scene 8◆
シ
ー
ン
概
要

  『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
内
の
区
画
で
全
員
が
合
流
す
る
シ
ー
ン
。

全
員
合
流
を
発
見
し
た
“
Ｍ
Ｃ
”
は
、ド
ミ
ニ
オ
ン
内
に
“
選
手
”

全
員
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
場
で
第
二
回
戦
の
開

始
を
宣
言
す
る
。
こ
の
シ
ー
ン
は
ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
の
戦
闘
シ
ー

ン
で
あ
る
。

▼
描
写
１
（
Ｐ
Ｃ
②
・
Ｐ
Ｃ
④
向
け
の
登
場
シ
ー
ン
）

　

—
—

現
実
世
界
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
見
つ
け
た
ド
ミ
ニ
オ
ン
の

侵
入
口
。

　

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
そ
こ
は
楽
屋
だ
っ
た
。

　

現
実
世
界
と
は
違
う
質
感
、
し
か
し
現
実
世
界
よ
り
も
鋭
敏
に

感
じ
取
れ
る
奇
妙
な
現
実
感
が
ま
と
わ
り
つ
く
、
独
特
の
空
気
が

漂
う
部
屋
。

　

そ
の
中
央
に
、
一
人
の
倒
れ
た
少
女
が
“
表
示
”
さ
れ
た
。

▼
セ
リ
フ
：
葉
月
い
の
り

  「
昨
日
の
対
戦
相
手
…
…
な
ん
で
、
こ
こ
に
？
」

  「
…
…
ね
え
、
起
き
れ
る
？　

…
…
だ
め
か
、
反
応
し
な
い
や
」

▼
セ
リ
フ
：
萩
谷
ア
リ
サ

  「
…
…
こ
こ
が
電
脳
世
界
な
の
で
ど
こ
ま
で
適
切
な
評
価
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、少
な
く
と
も
［
真
の
死
］
…
…
で
は
な
い
よ
う
ね
」

  「
で
き
れ
ば
、
彼
女
を
連
れ
て
現
実
世
界
に
戻
り
た
い
も
の
で
す

が
」
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Ｐ
Ｃ
②
、
Ｐ
Ｃ
④
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
が
一
区
切
り
し
た
と
こ
ろ

で
、
Ｐ
Ｃ
①
、
Ｐ
Ｃ
③
に
登
場
を
促
す
。

　
い
の
り
は
Ｐ
Ｃ
①
を
（
写
真
な
ど
で
）
知
っ
て
い
る
た
め
、
親

し
げ
に
声
を
掛
け
て
よ
い
。

　
一
通
り
の
合
流
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
が
終
わ
っ
た
ら
、
Ｇ
Ｍ
は
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
を
切
り
上
げ
て
描
写
２
に
進
み
、状
況
を
動
か
す
こ
と
。

▼
描
写
２

　

部
屋
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、
男
の
声
が
響
く
。“
Ｍ
Ｃ
”
だ
。

▼
セ
リ
フ
：“
Ｍ
Ｃ
”

  「
…
…
お
や
お
や
。何
か
と
思
え
ば
、面
白
い
お
話
を
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
」

  「
葉
月
さ
ん
。
ど
う
や
っ
て
こ
こ
ま
で
来
た
か
は
敢
え
て
聞
き
ま

せ
ん
。
迎
え
の
者
が
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
次
回
か
ら
は
こ

の
よ
う
な
無
茶
は
な
さ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
？
」

  「
Ｐ
Ｃ
①
さ
ん
も
、
し
っ
か
り
と
こ
の
場
に
来
て
い
た
だ
き
何
よ

り
で
す
」

  「
…
…
さ
て
、し
か
し
こ
こ
に
出
演
者
が
ふ
た
り
。
他
の
部
屋
に
、

既
に
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
い
る
出
演
者
が
ふ
た
り
。
こ
れ
は
…
…

ち
ょ
っ
と
予
定
と
演
目
を
変
更
し
て
、『
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・

マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
を
始
め
ま
し
ょ
う
か
」

  「
そ
の
方
が
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
や
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
対
応
す
る
皆
さ

ん
の
機
転
や
魅
力
を
、
十
分
に
楽
し
め
そ
う
で
す
し
ね
？
」

▼
シ
ス
テ
ム
的
処
理

　

Ｇ
Ｍ
は
《
資
産
：
空
間
連
結
》
を
宣
言
せ
よ
。
空
間
が
繋
が
り
、

様
々
な
機
材
が
こ
の
部
屋
に
転
送
さ
れ
て
く
る
。

▼
描
写
３

　

空
間
が
繋
が
り
融
合
す
る
と
、
そ
こ
に
は
即
席
の
舞
台
が
で
き

あ
が
っ
て
い
た
。

　

そ
の
中
央
に
は
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
と
大
砲
と
パ
イ
投
げ

機
を
強
引
に
組
み
合
わ
せ
た
、
ニ
コ
イ
チ
と
言
う
に
も
お
ぞ
ま
し

い
何
か
が
ふ
た
つ
鎮
座
し
て
い
る
。

▼
セ
リ
フ
：“
Ｍ
Ｃ
”

  「
視
聴
者
の
皆
様
、
急
で
申
し
訳
な
い
！　

そ
れ
で
は
…
…
『
デ
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ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
第
二
回
戦
を
始
め
ま
す
！
」

  「
内
容
は
、
魔
改
造
し
た
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
か
ら
投
げ
放
た

れ
る
ペ
イ
ン
ト
弾
を
避
け
な
が
ら
の
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
の

無
力
化
合
戦
で
ご
ざ
い
ま
す
」

  「
そ
の
場
に
い
る
人
や
物
、
何
で
も
使
っ
て
い
た
だ
い
て
構
い
ま

せ
ん
！　

そ
の
場
に
い
る
ふ
た
り
、
さ
ら
に
そ
の
場
に
い
る
人
々

と
協
力
し
合
い
、
こ
の
難
局
を
切
り
抜
け
て
み
て
く
だ
さ
い
！
」

  「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
、
ナ
ウ
・
オ
ン
・
ス
テ
ー

ジ
！
」

（
ぼ
そ
り
と
付
け
足
す
）「
…
…
あ
、
で
も
死
ぬ
ほ
ど
痛
い
と
思
い

ま
す
し
割
と
ペ
イ
ン
ト
弾
の
に
お
い
が
キ
ツ
め
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
死
ぬ
気
で
頑
張
っ
た
方
が
い
い
で
す
よ
」

▼
戦
闘
処
理
と
情
報
の
開
示

　

Ｇ
Ｍ
は
戦
闘
配
置
図
の
通
り
に
エ
ネ
ミ
ー
と
Ｐ
Ｃ
を
配
置
し
、

戦
闘
の
ラ
ウ
ン
ド
進
行
を
開
始
せ
よ
。

　

そ
れ
に
際
し
、
こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
残
り
の
世
界
律
［
欲
望
の

発
露
］
と
［
ア
ク
シ
デ
ン
ト
・
シ
ョ
ウ
］
を
公
開
し
、
以
下
の
情

報
を
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
念
押
し
す
る
こ
と
。

●
急
な
放
送
開
始
の
た
め
、
ま
だ
「
視
聴
者
」
が
い
な
い
。
た
だ

し
、次
の
ラ
ウ
ン
ド
開
始
時
に
「
視
聴
者
」
が
シ
ー
ン
に
登
場
し
、

世
界
律
の
効
果
で
フ
ァ
ン
ブ
ル
値
が
上
昇
す
る
こ
と
。

●
こ
の
シ
ー
ン
か
ら
、
世
界
律
の
効
果
で
ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
中
に

も
【
Ｆ
Ｐ
】
を
払
え
ば
罪
の
獲
得
申
請
が
で
き
る
こ
と
。

●
シ
ー
ン
６
で
使
用
さ
れ
た
《
資
産
：
法
則
》
の
効
果
で
、
Ｐ
Ｃ

②
～
④
は
罪
を
消
費
し
て
［
世
界
律
］
の
影
響
を
無
視
す
る
た
め

に
は
、
現
時
点
で
は
追
加
の
コ
ス
ト
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。（
も

し
こ
れ
ら
の
Ｐ
Ｃ
の
中
に
《
デ
ジ
タ
ル
ノ
ー
ツ
》
を
取
得
し
て
い
る
者
が
い

る
場
合
は
、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
追
加
の
コ
ス
ト
を
支
払
う
必
要
は
な
い
）エンゲージ

戦闘配置図

ＰＣ全員
（エンゲージを分けたい

ＰＣは分けてよい）

スナップ
タレット
Ａ

スナップ
タレット
Ｂ
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▼
戦
闘
中
の
処
理

　

戦
闘
の
２
ラ
ウ
ン
ド
目
開
始
時
（
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
開

始
直
前
）
に
、「
視
聴
者
」
１
グ
ル
ー
プ
を
配
置
す
る
。

　

こ
の
時
点
で
は
視
聴
者
の
エ
ネ
ミ
ー
デ
ー
タ
は
公
開
せ
ず
、
今

回
は
攻
撃
で
き
な
い
と
伝
え
る
こ
と
。
た
だ
し
、「
視
聴
者
」
も

こ
の
シ
ー
ン
で
は
攻
撃
を
行
わ
な
い
。

▼
結
末

　

ス
ナ
ッ
プ
タ
レ
ッ
ト
２
体
を
撃
破
し
た
ら
戦
闘
終
了
と
す
る
。

戦
闘
後
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
区
切
り
が
つ
い
た
ら
シ
ー
ン
を
終
了

せ
よ
。

 

▼
情
報
収
集
パ
ー
ト

　

シ
ー
ン
８
終
了
後
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
情
報
を
ド
ミ
ニ
オ

ン
内
で
集
め
る
た
め
の
情
報
収
集
パ
ー
ト
を
開
始
す
る
。

　

初
回
の
シ
ー
ン
の
み
、
冒
頭
に
萩
谷
ア
リ
サ
が
シ
ナ
リ
オ
か
ら

退
場
す
る
旨
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
挟
ん
で
お
く
こ
と
。

　

情
報
収
集
パ
ー
ト
中
に
シ
ー
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
指
定
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
は
、
登
場
し
て
い
る
Ｐ
Ｃ
の
う
ち
人
間
性
が
最
も
高

い
者
を
指
定
し
て
登
場
さ
せ
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
後
述

す
る
『
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
を
行
う
Ｐ
Ｃ
が
い
る
場
合

は
、判
定
前
に
シ
ー
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
そ
の
Ｐ
Ｃ
に
変
更
さ
れ
る
。

▼
セ
リ
フ
：
萩
谷
ア
リ
サ

  「
さ
て
…
…
ち
ょ
っ
と
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
け
ど
、
何
と
か

な
っ
て
よ
か
っ
た
」

  「
…
…
非
戦
闘
員
と
い
う
こ
と
で
申
し
訳
な
い
の
だ
け
ど
、
私
は

こ
こ
で
倒
れ
て
い
た
『
彼
女
』
を
連
れ
て
、
一
旦
現
実
世
界
の
方

に
戻
ろ
う
と
思
う
の
。
幸
い
『
真
の
死
』
に
は
至
っ
て
い
な
い
み

た
い
だ
し
、
ち
ょ
っ
と
コ
ネ
の
あ
る
人
の
と
こ
ろ
で
、
診
て
も
ら
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お
う
か
と
」

  「
ま
あ
、
出
入
り
口
は
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
だ
し
、
メ
ー
ル
や
通

話
で
連
絡
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
ま
た
こ
こ
に
乗
り
込
む
わ
」

  「
Ｐ
Ｃ
④
、
こ
こ
で
の
記
録
は
任
せ
る
わ
。
お
願
い
よ
」

▼
情
報
収
集
パ
ー
ト
の
進
行
手
順

①　
シ
ー
ン
開
始
前
に
、
現
在
調
査
で
き
る
情
報
項
目
を
プ
レ
イ

ヤ
ー
・
Ｇ
Ｍ
で
確
認
す
る
。
Ｇ
Ｍ
は
現
在
調
査
可
能
な
情
報
項
目

の
判
定
難
易
度
を
す
べ
て
開
示
せ
よ
。

②　
情
報
収
集
判
定
や
他
の
メ
ジ
ャ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
に
相
当
す
る

行
動
を
行
い
た
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
シ
ー
ン
に
登
場
す
る
（
通

常
通
り
人
間
性
を
１
Ｄ
６
点
失
う
）。

③　
登
場
し
た
Ｐ
Ｃ
は
、
情
報
項
目
を
ひ
と
つ
選
び
、
メ
ジ
ャ
ー

ア
ク
シ
ョ
ン
の
行
動
と
し
て
情
報
収
集
判
定
を
行
う
。
こ
の
時
、

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
プ
ロ
セ
ス
・
メ
イ
ン

プ
ロ
セ
ス
・
ク
リ
ン
ナ
ッ
プ
プ
ロ
セ
ス
そ
れ
ぞ
れ
１
回
分
の
ア
イ

テ
ム
や
ア
ー
ツ
を
併
せ
て
使
用
し
て
も
よ
い
。

※
《
ワ
ン
モ
ア
チ
ャ
ン
ス
》
等
「
１
ラ
ウ
ン
ド
に
●
回
使
用
で
き
る
」
ア
ー

ツ
等
は
、
シ
ー
ン
中
１
回
の
み
使
用
で
き
る
も
の
と
す
る
。

④　
シ
ー
ン
に
登
場
し
た
全
員
が
行
動
を
終
え
た
ら
、
シ
ー
ン
を

終
了
す
る
（
罪
取
得
の
申
請
が
あ
る
か
、
登
場
し
な
か
っ
た
Ｐ
Ｃ

の
舞
台
裏
の
処
理
等
、
通
常
通
り
シ
ー
ン
終
了
時
の
処
理
を
行

う
）。
そ
の
後
、『
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢
部
へ
の
突
入
手
段
』
の
す
べ

て
の
情
報
が
入
手
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
①
に
戻
っ
て
シ
ー
ン
を

再
度
作
成
す
る
。

▼
視
聴
者
の
登
場
と
、
そ
の
対
応
手
段

　

情
報
収
集
パ
ー
ト
で
は
、
前
シ
ー
ン
の
収
録
に
引
き
寄
せ
ら
れ

た
「
視
聴
者
」
が
ド
ミ
ニ
オ
ン
内
に
残
り
続
け
て
お
り
、
あ
ら
ゆ

る
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
発
生
を
期
待
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
情

報
収
集
パ
ー
ト
中
は
常
に
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
世
界
律
［
ア
ク
シ
デ
ン

ト
・
シ
ョ
ウ
］
が
有
効
と
な
る
。

　

Ｐ
Ｃ
達
は
、『
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』を
行
う
こ
と
で「
視

聴
者
」
の
気
を
惹
き
、
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
判
定
の
内
容

や
効
果
は
後
述
の
当
該
項
目
を
よ
く
読
む
こ
と
。

　

ま
た
、
敢
え
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
伝
え
る
必
要
は
な
い
が
、
Ｐ
Ｃ

達
の
視
聴
者
に
対
す
る
攻
撃
は
す
べ
て
世
界
律
［
欲
望
の
発
露
］

に
よ
り
「
番
組
の
演
出
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
世
界
律
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の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
で
、
Ｐ
Ｃ
達
は
視
聴
者
を
直
接
攻
撃
し

て
排
除
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
命
中
判
定
を

要
求
し
て
フ
ァ
ン
ブ
ル
し
な
け
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

▼
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 　
基
本
難
易
度
：
15

　

娯
楽
に
飢
え
た
視
聴
者
達
の
目
を
惹
き
付
け
る
た
め
の
、渾
身
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
せ
よ
。
た
だ
し
、
視
聴
者
達
も
目
の
肥
え
た
厄
介
な
連
中
だ
。

似
た
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
す
ぐ
に
飽
き
ら
れ
る
。

　

あ
な
た
は
【
基
本
能
力
値
】
か
ら
ひ
と
つ
選
び
、
そ
の
【
能
力

値
】
で
判
定
を
行
う
。（
Ｇ
Ｍ
は
ど
の
【
能
力
値
】
が
使
わ
れ
た

か
記
録
す
る
こ
と
。）　

た
だ
し
、一
度
使
わ
れ
た
【
基
本
能
力
値
】

を
再
度
選
ぶ
た
び
、
難
易
度
が
＋
２
さ
れ
て
い
く
。（
こ
の
難
易

度
上
昇
は
累
積
す
る
）

　

成
功
し
た
ら
、
以
下
か
ら
ひ
と
つ
を
選
ぶ
。

　
　
●
こ
の
シ
ー
ン
か
ら
「
視
聴
者
」
が
退
場
す
る
。

　
　
●
次
の
シ
ー
ン
に
「
視
聴
者
」
が
登
場
し
な
い
。

　

失
敗
し
た
場
合
、
あ
な
た
は
迫
害
状
態
に
な
る
。
こ
の
迫
害
状

態
は
、
次
に
シ
ー
ン
に
登
場
し
た
ら
解
除
さ
れ
る
。

▼
『
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
分
析
』

〔
難
易
度
：
14
／
16
〕

　
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
と
『
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
と
の

関
係
を
解
き
明
か
せ
ば
、
何
か
の
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

※
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
以
外
の
場
所
か
ら
こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
に

進
入
し
た
、
事
情
を
知
る
者
と
合
流
で
き
れ
ば
、
常
に
達
成
値
に

＋
２
の
修
正
が
つ
く
。

●
難
易
度
14　
こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
は
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
と
重

な
る
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
、
独
立
し
た
ド
ミ
ニ
オ
ン
だ
。
侵
入

口
さ
え
分
か
っ
て
い
れ
ば
、物
理
的
な
手
段
で
の
進
入
は
可
能
だ
。 

●
難
易
度
16　
ま
た
、
専
用
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
手
段
が
あ

れ
ば
、『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
に
接
続
す
る
手
段
を
満
た
し
て
い

な
く
と
も
こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

逆
に
言
え
ば
、
そ
の
手
段
で
接
続
し
て
い
る
ア
ン
ノ
ウ
ン
マ
ン
達

が
い
る
。
次
の
シ
ー
ン
か
ら
、
こ
の
回
線
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
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※
全
て
の
情
報
を
入
手
し
た
ら
、
以
下
の
情
報
を
公
開
す
る
。

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
ネ
ミ
ー
ア
ー
ツ
《
霊
子
通
信
回
線
》
の
情
報　

●
情
報
項
目
『
番
組
の
仕
掛
け
』

※
難
易
度
14
の
情
報
を
入
手
し
た
ら
、
上
級
ド
ミ
ニ
オ
ン
ル
ー
ル

の
Ｄ
エ
ゴ
に
、
こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
（『
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ

ス
カ
レ
ー
ド
』）
の
【
Ｄ
エ
ゴ
：
衆
愚
を
煽
動
し
た
い
】
が
追
加

さ
れ
る
。

※
次
シ
ー
ン
か
ら
、
す
べ
て
の
Ｐ
Ｃ
が
正
規
の
方
法
で
こ
の
ド
ミ

ニ
オ
ン
に
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、《
資
産
：
法
則
》

に
よ
る
「［
世
界
律
］
の
影
響
を
無
視
す
る
た
め
に
受
け
る
デ
メ

リ
ッ
ト
」
が
な
く
な
り
、［
異
構
の
界
塚
］
の
影
響
も
消
失
す
る
。

▼
セ
リ
フ
：
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ト

（『
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
分
析
』
全
情
報
入
手
時
に
セ
リ
フ
を
挿
入
）

  「
Ｐ
Ｃ
③
さ
ん
、
そ
ち
ら
の
調
査
内
容
を
こ
ち
ら
で
ミ
ラ
ー
リ
ン

グ
し
ま
し
た
。
こ
の
種
類
の
回
線
な
ら
、
少
々
時
間
を
い
た
だ
け

れ
ば
用
意
可
能
で
す
」

  「
必
要
な
ら
何
人
分
で
も
。
今
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
負
っ
た
接
続

自
体
も
、
し
な
く
て
済
む
で
し
ょ
う
」

▼
『“
Ｍ
Ｃ
”
と
い
う
男
』

〔
難
易
度
：
10
／
14
〕

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
仕
掛
け
た
男
は
一
体
何
者
な
の
か
。

●
難
易
度
10　

仮バ
ー
チ
ャ
ル

想
現
実
世
界
で
活
動
す
る
「
バ
ー
チ
ャ
ル
ス

タ
ー
」達
に
目
を
付
け
て
い
る
、自
称
芸
能
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。“
Ｍ

Ｃ
”
以
外
の
名
前
は
名
乗
ら
ず
、
そ
も
そ
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
。

●
難
易
度
14　
彼
の
本
性
は
、“
変
わ
り
た
い
”
と
い
う
エ
ゴ
と

仮
想
世
界
で
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く
人
々
の
輝
き
に
魅
せ
ら
れ

た
魔
物
で
あ
る
。
構
成
ル
ー
ツ
は
「
地
獄
の
道
化
師
／
電
脳
魔
術

師（
デ
ジ
タ
ル
ノ
ー
ツ
）」で
、【
大
罪：輝
き
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
】

を
持
つ
。

※
す
べ
て
の
情
報
を
入
手
し
た
ら
、
以
下
の
情
報
を
公
開
す
る
。

●
Ｄ
エ
ゴ
ア
ー
ツ
《
そ
の
運
命
、
曇
り
な
く
廻
れ
》
の
情
報

●
情
報
項
目
『“
Ｍ
Ｃ
”
の
目
的
』



シナリオセクション

26

▼
『
葉
月
い
の
り
』

〔
難
易
度
：
8
／
13
〕

　

現
実
世
界
側
の
、
新
進
気
鋭
の
ア
イ
ド
ル
。
Ｐ
Ｃ
①
と
並
ぶ
、「
デ
ジ
タ
ル

ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
」
に
お
け
る
優
勝
有
力
候
補
。

●
難
易
度
8　
“
Ｍ
Ｃ
”
に
よ
っ
て
「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ

ス
カ
レ
ー
ド
」
に
招
待
さ
れ
た
、
現
実
世
界
側
の
ア
イ
ド
ル
。

●
難
易
度
13　
伝
説
的
な
ア
イ
ド
ル
「
久
遠
寺
り
り
か
」
の
、
学

生
と
し
て
も
ア
イ
ド
ル
と
し
て
も
後
輩
に
あ
た
る
半
魔
で
あ
る
。

構
成
ル
ー
ツ
は
「
ア
イ
ド
ル
」
純
血
。

※
す
べ
て
の
情
報
を
入
手
し
た
ら
、
以
下
の
情
報
を
公
開
す
る
。

●
葉
月
い
の
り
の
所
持
す
る
ア
ー
ツ
の
一
覧

▼
『“
Ｍ
Ｃ
”
の
目
的
』

〔
難
易
度
：
11
／
15
／
16
〕

　

彼
の
目
的
は
、
一
体
何
だ
？

●
難
易
度
11　
本
人
は
、「
ア
イ
ド
ル
の
輝
き
を
も
っ
と
広
い
世

界
に
伝
え
た
い
」
と
言
っ
て
、「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ

レ
ー
ド
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
が
…
…
。
番
組
が
始
ま
っ
て
か
ら

は
、画
面
に
映
っ
て
い
る
の
は
彼
本
人
で
は
な
く
、彼
の
姿
形
そ
っ

く
り
に
作
ら
れ
た
人
形
で
あ
る
よ
う
だ
。

●
難
易
度
15　
“
Ｍ
Ｃ
”
は
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
内
で
黒
い
“
羽

根
”
を
発
見
し
、
そ
れ
を
完
全
に
制
御
す
る
た
め
の
手
段
を
求
め

て
い
た
。
そ
し
て
、
ア
イ
ド
ル
同
士
の
激
突
―
―
エ
ゴ
同
士
の
衝

突
か
ら
生
ま
れ
る
“
輝
き
”
を
以
て
、エ
ゴ
の
力
で
荒
れ
狂
う
“
羽

根
”
の
制
御
を
完
遂
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
制
御
の
た
め
に
、
本

人
は
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
中
枢
部
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
よ
う
だ
。

●
難
易
度
16　
“
羽
根
”
の
制
御
に
よ
っ
て
、“
Ｍ
Ｃ
”
は
『
ア
ー

セ
ル
ト
レ
イ
』、
ひ
い
て
は
地
球
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
オ
ー
バ
ー
ラ
イ

ド
を
企
ん
で
い
る
。―
―
彼
の
好
む
、「
困
難
の
先
に
あ
る“
輝
き
”」

を
い
く
ら
で
も
見
て
い
ら
れ
る
、
煌
び
や
か
で
、
し
か
し
受
難
と
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闘
争
に
満
ち
た
世
界
へ
。

※
難
易
度
15
の
情
報
を
入
手
し
た
ら
、以
下
の
情
報
を
公
開
す
る
。

●
《
世
界
律
：
運
命
制
御
》
の
情
報

　

こ
の
情
報
が
明
か
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

フ
ェ
イ
ズ
で
「“
羽
根
”
の
檻
」
が
配
置
さ
れ
な
い
。

※
こ
の
項
目
の
す
べ
て
の
情
報
を
入
手
す
る
と
、“
Ｍ
Ｃ
”
の
【
大

罪
エ
ゴ
：
輝
き
の
向
こ
う
側
を
見
る
】
が
Ｄ
エ
ゴ
と
し
て
扱
わ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

▼
『
番
組
の
仕
掛
け
』

〔
ア
ク
シ
デ
ン
ト
：
12
以
下
〕〔
難
易
度
：
14
／
18
〕

　
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
内
の
１
コ
ン
テ
ン
ツ
で
し
か
な
い
は
ず
の
番
組
が
、

ま
る
で
独
立
し
た
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
よ
う
に
見
え
る
。
何
か
仕
掛
け
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
？

●
ア
ク
シ
デ
ン
ト
（
達
成
値
12
以
下
）　
う
っ
か
り
収
録
中
の
カ

メ
ラ
に
割
り
込
ん
で
し
ま
い
、
視
聴
者
達
か
ら
ブ
ー
イ
ン
グ
！　

ク
レ
ー
ム
の
嵐
が
あ
な
た
を
襲
い
、［
邪
毒
２
］
を
受
け
る
。

●
難
易
度
14　
本
来
、「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
」

自
体
が
ひ
と
つ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
現
実
世
界
』

『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
の
両
方
に
部
分
的
に
重
な
っ
て
い
る
た
め
、

独
立
し
た
ド
ミ
ニ
オ
ン
が
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
の
１
コ
ン
テ
ン

ツ
で
し
か
な
い
よ
う
に
偽
装
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

●
難
易
度
18　
「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
」
は
、

『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
内
の
一
部
分
を
占
有
す
る
た
め
に
、「
観
測

し
て
く
れ
る
視
聴
者
」
の
存
在
そ
の
も
の
を
利
用
し
て
い
る
。
特

に
“
Ｍ
Ｃ
”
が
選
ん
だ
一
部
の
視
聴
者
に
は
専
用
回
線
が
提
供
さ

れ
て
お
り
、彼
ら
の
存
在
は
「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ・マ
ス
カ
レ
ー

ド
」
の
強
固
さ
に
強
く
寄
与
し
て
い
る
。

※
す
べ
て
の
情
報
を
入
手
し
た
ら
、
以
下
の
情
報
を
公
開
す
る
。

●
情
報
項
目
「
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢
部
へ
の
突
入
手
段
」

●
「
視
聴
者
」
の
エ
ネ
ミ
ー
デ
ー
タ

（「
視
聴
者
」
の
エ
ネ
ミ
ー
デ
ー
タ
は
、「【
Ｆ
Ｐ
】
を
持
た
な
い
こ
と
」「
演
出

と
し
て
扱
わ
れ
な
い
攻
撃
を
命
中
さ
せ
た
ら
、
シ
ー
ン
か
ら
退
場
す
る
こ
と
」

と
、《
霊
子
通
信
回
線
》《
烏
合
の
衆
》の
デ
ー
タ
を
伝
え
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。）
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▼
『
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢
部
へ
の
突
入
手
段
』

〔
難
易
度
：
13
／
17
／
20
〕

　
“
Ｍ
Ｃ
”
本
人
は
、
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢
部
に
て
何
か
を
企
ん
で
い
る
。

●
難
易
度
13　
こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
中
枢
部
へ
の
パ
ス
は
、
普
段

は
完
全
に
封
印
さ
れ
て
い
て
通
れ
な
い
。

●
難
易
度
17　
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
を
跨
い
だ
生
放
送
を
行
い

つ
つ
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
と
地
球
ド
ミ
ニ
オ
ン
か
ら
独
立
し
た

状
態
を
保
つ
た
め
に
は
、
現
時
点
で
は
こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
総
力

を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、“
Ｍ
Ｃ
”
単
独
で
は

番
組
放
送
中
に
こ
の
パ
ス
を
封
印
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

●
難
易
度
20　
し
か
し
、
視
聴
者
に
よ
る
観
測
が
、
こ
の
ド
ミ
ニ

オ
ン
の
機
能
に
余
裕
を
与
え
、
パ
ス
を
封
印
す
る
た
め
の
余
剰
リ

ソ
ー
ス
と
し
て
機
能
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
視
聴
者
を
何
ら
か
の

手
段
で
無
力
化
・
排
除
す
れ
ば
、
放
送
中
に
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢
へ

突
入
で
き
る
だ
ろ
う
。

※
『
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢
部
へ
の
突
入
手
段
』
の
す
べ
て
の
情
報
を

入
手
し
た
ら
、
シ
ー
ン
９
に
進
む
。

『
偶ア

イ
ド
ル像
達
の
戦
い
』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
Ｐ
Ｃ
①
／
全
員
登
場
を
推
奨

Scene 9◆
シ
ー
ン
概
要

　

公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
か
ら
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ズ
の

進
め
方
を
、
葉
月
い
の
り
の
口
を
借
り
て
プ
レ
イ
ヤ
ー
へ
説
明
す

る
た
め
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。（「
視
聴
者
」
を
無
力
化
し
、
放
送
状

態
を
保
っ
た
ま
ま
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢
へ
突
入
す
る
手
段
の
提
示
）

　

プ
レ
イ
ヤ
ー
側
か
ら
希
望
が
な
い
限
り
は
、
こ
の
シ
ー
ン
が
ミ

ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
の
最
終
シ
ー
ン
と
な
る
。

▼
描
写
１

　

一
通
り
の
情
報
を
整
理
し
終
え
た
後
。
葉
月
い
の
り
は
、
Ｐ
Ｃ

①
と
Ｐ
Ｃ
②
に
真
剣
に
切
り
出
し
た
。

▼
セ
リ
フ
：
葉
月
い
の
り

  「
…
…
さ
て
、
あ
の
“
Ｍ
Ｃ
”
に
直
接
張
り
手
を
お
見
舞
い
す
る

方
法
ま
で
は
分
か
っ
た
わ
け
だ
け
ど
、
要
は
決
勝
の
放
送
中
に
何

と
か
し
て
皆
で
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
奥
に
い
る
あ
い
つ
の
と
こ
ろ
ま
で
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行
け
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
ね
？
」

  「
提
案
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決
勝
の
放
送
を
利
用
し
て
、
私
が
時
間

を
稼
ぐ
。
皆
で
、あ
の
“
Ｍ
Ｃ
”
の
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
ん
だ
」

  「
最
初
だ
け
で
も
舞
台
に
則
っ
て
進
め
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｃ
①
さ
ん

と
私
は
最
初
に
舞
台
に
い
る
必
要
が
あ
る
わ
。
視
聴
者
た
ち
は
、

私
た
ち
の
演
技
で
感
動
さ
せ
て
番
組
の
観
覧
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
と

こ
ろ
ま
で
追
い
込
む
と
し
て
、」（
各
Ｐ
Ｃ
を
順
番
に
見
る
）「
ド

ミ
ニ
オ
ン
の
中
央
の
部
屋
、
厳
重
に
封
鎖
さ
れ
て
い
た
道
が
あ
っ

た
ん
だ
け
ど
、
放
送
を
私
が
引
き
延
ば
し
て
い
る
間
に
皆
さ
ん
が

突
入
。
そ
ん
な
感
じ
で
い
い
で
す
か
？
」

●
プ
レ
イ
ヤ
ー
へ
の
解
説

　

Ｇ
Ｍ
は
、
各
プ
レ
イ
ヤ
ー
へ
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ズ
の
進

行
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
行
う
こ
と
。
本
シ
ナ
リ
オ
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ズ
は
、
前
半
と
後
半
の
２
シ
ー
ン
に
分
け
て
行

う
。

【
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ズ
前
半
】

　

決
勝
の
配
信
を
し
な
が
ら
「
視
聴
者
」
を
無
力
化
す
る
パ
ー
ト
。

　

シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
は
Ｐ
Ｃ
①
で
、他
Ｐ
Ｃ
は
登
場
で
き
な
い
。サ
ポ
ー

ト
Ｎ
Ｐ
Ｃ
と
し
て
葉
月
い
の
り
が
登
場
す
る
。

　

情
報
収
集
パ
ー
ト
で
『
葉
月
い
の
り
』
の
ア
ー
ツ
デ
ー
タ
を
公

開
し
て
い
る
な
ら
、「
敵
を
ク
ラ
ー
ド
化
し
、《
伝
説
の
檜
舞
台
》

を
交
え
て
エ
キ
ス
ト
ラ
化
、
戦
闘
か
ら
除
外
す
る
」
と
い
う
手
順

を
明
言
す
る
こ
と
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
世

界
律
［
欲
望
の
発
露
］
を
解
除
し
て
の
直
接
攻
撃
を
示
唆
す
る
方

向
で
プ
レ
イ
ヤ
ー
側
に
伝
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ズ
中
で
あ
る
た
め
、
Ｐ
Ｃ
①
は
シ
ー

ン
中
に
罪
の
獲
得
申
請
が
無
条
件
で
行
え
る
。
ま
た
、
他
Ｐ
Ｃ
は

舞
台
裏
の
処
理
を
一
回
行
え
る
。

【
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ズ
後
半
】

　
“
Ｍ
Ｃ
”
と
決
戦
を
行
う
パ
ー
ト
。
Ｐ
Ｃ
②
～
④
は
自
動
登
場

と
な
る
。
Ｐ
Ｃ
①
は
「
舞
台
に
残
っ
て
、“
Ｍ
Ｃ
”
と
の
決
戦
は

他
Ｐ
Ｃ
に
任
せ
る
」
か
「
自
分
も
“
Ｍ
Ｃ
”
と
直
接
対
決
に
向
か

う
」
か
を
、
後
半
シ
ー
ン
開
始
時
に
選
ん
で
よ
い
。
Ｐ
Ｃ
①
の
配

置
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ミ
ー
の
配
置
も
変
化
す
る
。

　

一
通
り
の
説
明
が
終
わ
っ
た
ら
、
描
写
２
に
進
む
。
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▼
描
写
２

　
“
Ｍ
Ｃ
”
名
義
で
、Ｐ
Ｃ
①
と
い
の
り
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
く
。

　
会
場
の
各
所
で
突
発
的
に
準
決
勝
を
行
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
が

結
果
発
表
の
放
送
部
分
を
見
ら
れ
て
い
な
い
可
能
性
を
考
え
、
結

果
を
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
送
信
し
て
お
き
ま
す
。
決
勝

は
、
あ
な
た
が
た
―
―
Ｐ
Ｃ
①
・
葉
月
い
の
り
両
名
の
進
出
で
確

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
決
勝
の
収
録
は
明
後
日
の
夜
か
ら
―
―
皆
さ
ん
は
も
う
こ
の
場

所
に
直
接
来
る
方
法
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
ら
、
敢
え
て
迎
え
は

出
し
ま
せ
ん
。

　
決
勝
自
体
は
、
純
粋
に
お
二
人
の
演
技
対
決
と
い
う
こ
と
で
、

特
に
内
容
を
規
定
い
た
し
ま
せ
ん
。
あ
な
た
た
ち
の
素
晴
ら
し
い

演
技
を
、
い
ち
フ
ァ
ン
と
し
て
楽
し
み
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
。

▼
セ
リ
フ
：
葉
月
い
の
り

「
そ
う
と
決
ま
れ
ば
！　

本
番
、
お
互
い
に
出
来
る
こ
と
を
や
り

尽
く
し
ま
し
ょ
う
！
」

▼
結
末

　

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
区
切
り
が
つ
い
た
ら
、シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。
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▼
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ズ

『Vivid Virtual Voice

』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
Ｐ
Ｃ
①
／
他
Ｐ
Ｃ
登
場
不
可

Scene10◆
シ
ー
ン
概
要

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
フ
ェ
イ
ズ
前
半
パ
ー
ト
。
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢

へ
の
道
を
確
保
す
る
た
め
、放
送
状
態
を
維
持
し
つ
つ
「
視
聴
者
」

を
無
力
化
す
る
。

▼
描
写
１

　

―
―
そ
し
て
、「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
」
決

勝
戦
の
日
が
や
っ
て
き
た
。

　

舞
台
に
は
こ
こ
ま
で
の
戦
い
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
ふ
た
り
の
偶

像
と
、“
Ｍ
Ｃ
”（
の
人
形
）
が
立
っ
て
い
る
。

「
視
聴
者
」
の
数
は
増
え
る
一
方
。

　

あ
な
た
た
ち
は
こ
れ
か
ら
、
こ
の
視
聴
者
を
利
用
し
て
、
こ
の

世
界
を
あ
る
意
味
で
“
騙
す
”。

▼
セ
リ
フ
：“
Ｍ
Ｃ
”

  「
…
…
さ
て
、
ご
観
覧
の
皆
様
、
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
！　

長
き
に
わ
た
る
『
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
の
舞

台
も
、
こ
れ
が
最
後
！　

皆
さ
ん
の
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
、

ベ
ス
ト
な
ア
イ
ド
ル
二
人
の
演
技
が
、こ
こ
で
直
接
対
決
で
す
！
」

  （【
＊
】
Ｇ
Ｍ
は
、
こ
こ
に
Ｐ
Ｃ
①
の
設
定
に
合
わ
せ
た
紹
介
を

一
言
入
れ
る
こ
と
）

  「
そ
し
て
、
リ
ア
ル
の
世
界
で
ブ
レ
イ
ク
し
始
め
た
新
鋭
、
葉
月

い
の
り
！
」

  「
両
者
の
演
技
を
心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
い
た
だ
き
…
…
そ
の
上

で
、ど
ち
ら
が
あ
な
た
た
ち
に
と
っ
て
輝
き
を
魅
せ
て
く
れ
た
か
、

後
ほ
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！　

―
―
そ
れ
で
は
、Ｐ
Ｃ
①
さ
ん
、

先
に
演
技
を
ど
う
ぞ
！
」

▼
戦
闘
処
理

　

Ｇ
Ｍ
は
戦
闘
配
置
図
の
通
り
に
エ
ネ
ミ
ー
と
Ｐ
Ｃ
を
配
置
し
、

戦
闘
の
ラ
ウ
ン
ド
進
行
を
開
始
せ
よ
。

　

こ
の
戦
闘
は
、【
Ｆ
Ｐ
】
を
持
た
な
い
エ
ネ
ミ
ー
で
あ
る
「
視

聴
者
」
す
べ
て
を
、
何
ら
か
の
方
法
で
戦
闘
か
ら
除
外
す
る
か
、
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シ
ー
ン
か
ら
退
場
さ
せ
る
こ
と
で
終
了
す
る
。
進
行
方
法
の
目
安

は
シ
ー
ン
９
で
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
説
明
し
て
い
る
た
め
、
進
行
は
Ｐ

Ｃ
側
に
任
せ
る
こ
と
。

　

す
べ
て
の
「
視
聴
者
」
を
除
外
し
た
ら
、
描
写
２
に
進
む
。

▼
描
写
２

　

ふ
た
り
の
ア
イ
ド
ル
の
演
技
が
、
場
そ
の
も
の
の
空
気
を
変
え

る
。「
ス
テ
ー
ジ
」
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
動
き
に
動
揺
し
た
視

聴
者
た
ち
を
飲
み
込
み
、
彼
女
た
ち
が
造
り
替
え
た
舞
台
が
、
こ エンゲージ

戦闘配置図

視聴者 視聴者視聴者

ＰＣ
①

葉月
いのり

の
場
の
す
べ
て
を
支
配
し
た
。

　

今
や
、
視
聴
者
た
ち
は
圧
倒
的
な
演
技
に
我
を
失
う
ほ
ど
の
感

動
状
態
に
揚
げ
ら
れ
、
ド
ミ
ネ
ー
タ
ー
が
期
待
し
た
「
世
界
の
補

強
」
の
役
目
を
、も
は
や
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。

▼
セ
リ
フ
：
葉
月
い
の
り

  「
あ
と
は
任
せ
て
、
Ｐ
Ｃ
①
さ
ん
！　

さ
あ
…
…
走
っ
て
！
」

▼
結
末

　

シ
ー
ン
を
終
了
す
る
。

　

Ｐ
Ｃ
①
に
次
シ
ー
ン
の
登
場
場
所
を
考
え
て
も
ら
う
こ
と
。
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『Viral Virtual Virtue

』

―
―
シ
ー
ン
Ｐ
Ｃ
：
中
枢
登
場
者
の
う
ち
番
号
最
小
の
Ｐ
Ｃ

Scene11
　

基
本
的
に
全
員
登
場
。
Ｐ
Ｃ
①
は
、「“
Ｍ
Ｃ
”
と
直
接
対
峙
す

る
」
か
、「
い
の
り
と
共
に
舞
台
に
残
る
」
か
を
登
場
時
に
選
択

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

Ｐ
Ｃ
①
の
選
択
に
よ
っ
て
、
敵
の
配
置
や
Ｐ
Ｃ
の
初
期
配
置
が

異
な
る
た
め
注
意
す
る
こ
と
。

　

Ｐ
Ｃ
②
～
④
は
、
原
則
と
し
て
“
Ｍ
Ｃ
”
と
直
接
対
峙
す
る
形

と
な
る
。

▼
描
写
１

　

―
―
ド
ミ
ニ
オ
ン
『
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』

中
枢
。
テ
レ
ビ
の
モ
ニ
タ
が
無
数
に
並
べ
ら
れ
瞬
く
部
屋
の
中
央

で
、“
Ｍ
Ｃ
”
は
あ
な
た
た
ち
を
待
っ
て
い
た
。

　

天
井
に
は
、
囚
わ
れ
た
少
女
た
ち
が
眠
る
鳥
籠
が
い
く
つ
も
吊

り
下
げ
ら
れ
、
鳥
籠
の
内
か
ら
漏
れ
出
る
輝
き
が
照
明
の
代
わ
り

に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
―
―
そ
ん
な
奇
妙
な
部
屋
だ
っ
た
。

▼
セ
リ
フ
：“
Ｍ
Ｃ
”

  「
…
…
準
決
勝
の
投
票
が
終
わ
っ
た
後
、
確
信
し
た
ん
で
す
。
あ

な
た
た
ち
は
必
ず
、
こ
こ
ま
で
辿
り
着
く
だ
ろ
う
、
と
ね
」

  （
懐
か
ら
黒
い
“
羽フ
ェ
ザ
ー根

”
を
取
り
出
す
）

  「
敢
え
て
申
し
開
き
は
し
ま
す
ま
い
。
こ
れ
を
手
に
入
れ
た
私
が

目
指
す
こ
と
、
あ
な
た
方
に
は
想
像
が
つ
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か

ら
ね
」

  「
勘
違
い
し
て
欲
し
く
は
な
い
で
す
が
、
世
界
の
垣
根
を
越
え
て

ア
イ
ド
ル
界
隈
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
。
こ
れ
自
体
は
、

全
く
嘘
偽
り
の
な
い
も
の
で
す
」

  「
私
が
見
た
か
っ
た
も
の
が
、
何
度
で
も
、
永
遠
に
見
て
い
ら
れ

る
世
界
―
―
困
難
の
中
で
足
掻
き
、
そ
の
上
で
な
お
輝
く
人
々
の

心
。
そ
れ
を
作
る
手
段
が
、
世
界
を
造
り
替
え
る
手
段
が
私
の
手

の
内
に
あ
る
！
」

  「
な
ら
ば
、
迷
う
理
由
は
な
い
で
し
ょ
う
？　

企
画
も
、
そ
の
た

め
に
色
々
と
調
整
し
ま
し
た
。
こ
の
“
羽
根
”、
噂
に
は
聞
い
て

い
ま
し
た
が
制
御
す
る
の
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
」

  「
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
な
た
た
ち
が
魅
せ
る
“
輝
き
”
と
い
う
エ
ゴ

で
、
こ
の
“
羽
根
”
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
私
は
こ
の
世
界
を
変
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え
る
。『
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
は
、
そ
の
た

め
の
舞
台
だ
っ
た
の
で
す
よ
」

▼
描
写
２

（『“
Ｍ
Ｃ
”の
目
的
』第
二
情
報
を
入
手
し
て
い
た
場
合
の
み
挿
入
）

　
“
Ｍ
Ｃ
”は“
羽
根
”を
空
に
掲
げ
、鳥
籠
に
収
め
る
。
そ
の
瞬
間
、

“
羽
根
”
は
黒
い
輝
き
を
爆
発
的
に
増
し
た
。

　

他
の
鳥
籠
か
ら
放
た
れ
る
光
を
束
ね
、
白
と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
印
象
に
残
る
、
独
特
の
光
源
を
持
つ
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
、

こ
の
場
に
い
る
全
員
に
当
て
ら
れ
た
。

▼
セ
リ
フ
：“
Ｍ
Ｃ
”

  「
腕
利
き
の
半
魔
が
四
人
。
困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
輝

き
を
求
め
る
身
と
し
て
は
、や
は
り
こ
こ
は
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
」

  （
Ｖ
Ｒ
の
中
で
眠
っ
て
い
た
視
聴
者
に
向
け
て
）「
起
き
な
さ
い
、

ゲ
ー
ム
の
時
間
で
す
よ
、
皆
さ
ん
」

  「
カ
メ
ラ
が
な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
裏
の
決
勝
戦
と
参
り
ま

し
ょ
う
か
、
皆
様
方
！
」

▼
シ
ス
テ
ム
的
処
理

　

Ｇ
Ｍ
は
《
資
産
：
転
生
》
を
宣
言
せ
よ
。

　

シ
ー
ン
内
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
「
視
聴
者
」
を
、
戦
闘
用
の

ア
バ
タ
ー
で
あ
る
「
エ
ー
テ
ル
ボ
ー
グ
」
に
転
生
さ
せ
る
。

▼
セ
リ
フ
：
葉
月
い
の
り

（
Ｐ
Ｃ
①
が
舞
台
に
残
る
場
合
の
み
挿
入
）

  「
…
…
行
か
な
く
て
い
い
の
？
」

（《
資
産
：
転
生
》
に
よ
っ
て
、
排
除
し
た
視
聴
者
の
一
部
が
戦
闘

用
ア
バ
タ
ー
と
な
っ
て
立
ち
上
が
る
）

  「
じ
ゃ
あ
、
こ
の
ま
ま
続
け
る
？　

向
こ
う
に
こ
い
つ
ら
を
通
さ

な
い
よ
う
に
…
…
！
」

▼
戦
闘
処
理

　

Ｐ
Ｃ
①
の
配
置
に
応
じ
て
各
Ｐ
Ｃ
と
エ
ネ
ミ
ー
を
配
置
し
、
戦

闘
を
開
始
す
る
。

　
“
Ｍ
Ｃ
”
に
真
の
死
を
与
え
た
時
点
で
戦
闘
は
終
了
す
る
。
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▼
葉
月
い
の
り
の
扱
い
に
つ
い
て

　

葉
月
い
の
り
は
、こ
の
シ
ー
ン
に
登
場
し
て
い
る
扱
い
と
す
る
。

Ｐ
Ｃ
①
が
“
Ｍ
Ｃ
”
と
の
直
接
対
決
を
選
ん
だ
場
合
、
彼
女
は
盤

面
に
登
場
は
し
な
い
が
、
Ｇ
Ｍ
の
判
断
で
、
シ
ー
ン
に
１
回
だ
け

《
ワ
ン
モ
ア
チ
ャ
ン
ス
》
を
使
用
で
き
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、

彼
女
の
ア
ー
ツ
デ
ー
タ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

の
要
請
に
応
じ
て
《
彼
方
か
ら
の
声
援
》
を
使
用
し
て
も
よ
い
。

　

Ｐ
Ｃ
①
が
舞
台
に
残
る
場
合
、
い
の
り
は
Ｐ
Ｃ
①
と
協
力
し
て

「
エ
ー
テ
ル
ボ
ー
グ
」
の
進
行
を
阻
止
す
る
よ
う
に
、
彼
女
の
取

得
し
て
い
る
ア
ー
ツ
を
全
力
で
使
用
す
る
こ
と
と
す
る
。

▼
Ｐ
Ｃ
①
が
舞
台
に
残
る
場
合
の
特
殊
処
理

　

Ｐ
Ｃ
①
が
舞
台
に
残
る
場
合
、「
舞
台
」
と
「
ド
ミ
ニ
オ
ン
中

枢
部
」
の
二
カ
所
で
並
行
し
て
戦
闘
が
行
わ
れ
る
。
以
下
の
よ
う

に
進
行
す
る
こ
と
。

※
「
舞
台
」
に
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、「
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢
部
」

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
対
し
て
ダ
メ
ー
ジ
や
Ｂ
Ｓ
を
与
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
そ
の
ほ
か
の
「
射
程
：
シ
ー
ン
」
の
ア
ー
ツ
等
の
効

果
は
適
用
さ
れ
る
。
逆
も
同
様
で
あ
る
。

●
「
舞
台
」
の
エ
ー
テ
ル
ボ
ー
グ
は
、
Ｐ
Ｃ
①
達
と
エ
ン
ゲ
ー
ジ

し
た
状
態
で
登
場
す
る
。

●
「
舞
台
」
の
エ
ー
テ
ル
ボ
ー
グ
は
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
か
ら
の
離
脱

移
動
を
優
先
し
て
行
う
。
離
脱
移
動
に
成
功
す
る
と
同
時
に
「
舞

台
」
の
シ
ー
ン
か
ら
退
場
し
、
次
ラ
ウ
ン
ド
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
プ

ロ
セ
ス
開
始
時
に
「
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢
部
」
側
に
登
場
す
る
。
中

枢
部
側
に
新
た
に
登
場
し
た
エ
ー
テ
ル
ボ
ー
グ
は
、《
我
が
王
国

が
そ
な
た
を
護
る
》
の
効
果
を
受
け
て
お
ら
ず
、【
Ｆ
Ｐ
】
も
60

点
に
減
少
す
る
。

●
「
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢
部
」
に
エ
ー
テ
ル
ボ
ー
グ
が
移
動
し
て
き

た
時
、「
舞
台
」
に
一
度
だ
け
新
し
い
エ
ー
テ
ル
ボ
ー
グ
が
登
場

す
る
。

●
登
場
す
る
二
体
の
エ
ー
テ
ル
ボ
ー
グ
す
べ
て
が
「
舞
台
」
か
ら

離
脱
し
た
場
合
、
Ｐ
Ｃ
①
も
「
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢
部
」
に
移
動
す

る
よ
う
い
の
り
か
ら
促
さ
れ
る
。
次
ラ
ウ
ン
ド
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

プ
ロ
セ
ス
開
始
時
に
、
Ｐ
Ｃ
①
も
「
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢
部
」
側
へ

移
動
せ
よ
。

●
“
Ｍ
Ｃ
”
の
【
Ｆ
Ｐ
】
最
大
値
を
、

180
点
に
変
更
す
る
。
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戦闘配置図（ＰＣ①が中枢部に登場する場合）

エーテル
ボーグ
Ｂ

エンゲージ

“ ＭＣ ”
エーテル
ボーグ
Ａ

“羽根 ”
の檻

ＰＣ全員
（エンゲージを分けたい

場合は分けてよい）

〔中枢部〕

戦闘配置図（ＰＣ①が舞台に残る場合）

エーテル
ボーグ
Ｂ

“ＭＣ ”

エーテル
ボーグ
Ａ

“羽根 ”
の檻

ＰＣ②～④
（エンゲージを分けたい

場合は分けてよい）

〔中枢部〕 〔舞台〕

ＰＣ
①

葉月
いのり

※どちらの場合も、『“ ＭＣ ” の目的』の〔難易度 15〕の
情報を入手していなければ、「“ 羽根 ” の檻」は登場しない。
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▼
行
動
に
対
応
す
る
各
セ
リ
フ
の
例
：“
Ｍ
Ｃ
”

【
初
回
の
行
動
、《
我
が
王
国
が
そ
な
た
を
守
る
》
使
用
時
】

  「
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、

娯
楽
を
享
受
す
る
者
に
は
ベ
ス
ト
な
状
況
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
す
ま
い
」

【
二
回
目
の
行
動
、《
崩
壊
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
》
使
用
時
】

  「
ま
ず
は
一
手
。
あ
な
た
た
ち
の
こ
と
は
、
こ
こ
か
ら
観
察
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。
弱
み
も
、
見
え
て
く
る
も
の

で
す
」

【「“
羽
根
”
の
檻
」
が
破
壊
さ
れ
、《
世
界
律
：
運
命
制
御
》
の
効

果
が
反
転
し
た
瞬
間
】

  「
こ
れ
は
…
…
“
羽フ
ェ
ザ
ー根

”
が
制
御
を
失
っ
た
反
動
で
す
か
！
」

【《
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｍ
》
初
使
用
時
】

  「
こ
の
ま
ま
ゲ
ス
ト
に
任
せ
き
り
で
は
、
地
獄
を
見
せ
る
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
名
折
れ
で
す
か
ら
ね
。
…
…
さ
あ
、
私
の
言
葉
に

耳
を
傾
け
な
さ
い
」

【《
世
界
律
：
不
滅
》
適
用
時
】

  「
な
る
ほ
ど
、
困
難
を
強
い
ら
れ
る
の
は
や
は
り
私
だ
っ
た
と
言

う
こ
と
か
…
…
。
だ
が
、
こ
こ
で
引
く
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
か

ら
ね
！
」

【
真
の
死
】

  「
…
…
全
く
悔
し
く
な
い
、
と
言
え
ば
嘘
に
は
な
り
ま
す
が
。
あ

な
た
た
ち
の
輝
き
、
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

  「
…
…
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
後
悔
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
」

  （
Ｐ
Ｃ
①
を
見
て
）    「
や
は
り
、
あ
な
た
を
選
ん
だ
の
は
間
違
い

で
は
な
か
っ
た
…
…
」

▼
「“
羽
根
”
の
檻
」
の
扱
い
に
つ
い
て

　

ア
ー
ツ
を
持
た
な
い
以
外
は
、“
Ｍ
Ｃ
”
と
同
じ
判
定
値
で
ド
ッ

ジ
の
み
行
う
。
ダ
メ
ー
ジ
を
１
点
で
も
与
え
れ
ば
破
壊
で
き
、
以

後
“
Ｍ
Ｃ
”
は
“
羽
根
”
を
制
御
す
る
術
を
失
う
。

▼
結
末

　

戦
闘
が
終
了
し
た
ら
、
シ
ー
ン
も
終
了
す
る
。
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▼
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
フ
ェ
イ
ズ

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
各
Ｐ
Ｃ
の
設
定
や
希
望
に
合
わ
せ
て
演
出

す
る
と
よ
い
。
特
に
希
望
が
な
け
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
方
針
で

シ
ー
ン
を
作
成
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。（
リ
プ
レ
イ
収
録
分
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
も
必
要
で
あ
れ
ば
参
考
に
さ
れ
た
し
。）

　

本
シ
ナ
リ
オ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、「
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ

の
半
魔
の
日
常
は
続
く
」
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
演
出
す
る
こ
と
を
推

奨
す
る
。
ま
た
、
シ
ー
ン
の
順
番
は
Ｐ
Ｃ
番
号
の
大
き
い
方
か
ら

順
に
進
め
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。

●
Ｐ
Ｃ
④
：
萩
谷
ア
リ
サ
と
と
も
に
、
今
回
の
事
件
の
記
事
を
書

き
進
め
つ
つ
、
メ
デ
ィ
ア
の
立
場
か
ら
事
件
に
関
わ
り
続
け
る
決

意
を
改
め
て
確
認
す
る
よ
う
な
シ
ー
ン
と
し
て
演
出
す
る
。な
お
、

シ
ー
ン
８
～
情
報
収
集
パ
ー
ト
で
退
場
し
た
「
い
の
り
の
対
戦
相

手
」
は
、こ
の
シ
ー
ン
で
無
事
だ
っ
た
こ
と
を
明
言
す
る
と
よ
い
。

●
Ｐ
Ｃ
③
：
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
と
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
内
容
を
語

り
合
う
シ
ー
ン
と
し
て
演
出
す
る
。
こ
の
と
き
、
も
し
Ｐ
Ｃ
側
が

望
ん
で
い
そ
う
で
あ
れ
ば
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ト
側
か
ら
Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ

ン
ツ
に
つ
い
て
さ
ら
に
話
を
振
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。

●
Ｐ
Ｃ
②
：
葉
月
い
の
り
と
共
に
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
総
括
す

る
。

●
Ｐ
Ｃ
①
：
Ｐ
Ｃ
①
の
や
り
た
い
演
出
が
あ
れ
ば
尊
重
す
る
。
基

本
的
に
は
、
新
た
な
舞
台
に
立
つ
Ｐ
Ｃ
①
の
様
子
を
改
め
て
演
出

す
る
と
よ
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
は
、
シ
ー
ン
５
に
登
場
し
た

バ
ー
チ
ャ
ル
ア
イ
ド
ル
と
再
度
会
話
シ
ー
ン
を
設
け
る
等
。

 

▼
経
験
点
の
算
出

　

シ
ナ
リ
オ
ご
と
の
経
験
点
項
目
は
以
下
の
通
り
。

●
Ｓ
Ａ
を
達
成
し
た
：
１
～
２
点
（
Ｇ
Ｍ
で
調
整
可
）

●
ド
ミ
ニ
オ
ン
ア
ー
ツ
の
数
：
22
点

　

そ
の
他
の
項
目
は
、
Ｇ
Ｍ
が
各
自
普
段
行
っ
て
い
る
と
お
り
に

処
理
を
行
う
こ
と
。
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▼
デ
ー
タ
セ
ク
シ
ョ
ン

　

本
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
ネ
ミ
ー
ア
ー
ツ
が
複
数
使

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ア
ー
ツ
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
セ
ク

シ
ョ
ン
末
尾
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

●
上
級
ド
ミ
ニ
オ
ン
ル
ー
ル
の
運
用
に
つ
い
て

　

本
シ
ナ
リ
オ
の
舞
台
と
な
る
電
脳
世
界
は
、『
ア
ー
セ
ル
ト
レ

イ
』
と
『
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
』
の
ふ
た
つ
の

ド
ミ
ニ
オ
ン
が
重
な
り
あ
っ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
の
戦
闘
や
情
報
収
集
の
シ
ー
ン
で
は
、
こ
の

ふ
た
つ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
世
界
律
や
Ｄ
エ
ゴ
が
同
時
に
適
用
さ
れ

る
扱
い
と
す
る
。

●
ド
ミ
ニ
オ
ン
「
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
」

　

本
ド
ミ
ニ
オ
ン
の
詳
細
な
設
定
は
「
Ｇ
Ｆ
22

－

5
」
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
せ
よ
。
本
シ
ナ
リ
オ
で
使
用
し

た
世
界
律
と
Ｄ
エ
ゴ
は
公
式
の
も
の
で
は
な
い
た
め
注
意
。

■
Ｄ
エ
ゴ

  【
変
わ
り
た
い
自
分
】

■
世
界
律
［
異
構
の
界
塚
］

　

ア
バ
タ
ー
に
さ
え
現
実
を
超
え
る
臨
場
感
を
与
え
る
ド
ミ
ニ
オ
ン
『
ア
ー

セ
ル
ト
レ
イ
』。
そ
こ
に
ア
バ
タ
ー
を
介
さ
ず
進
入
し
た
と
し
た
ら
、
い
っ
た

い
ど
う
な
る
の
か
―
―

●
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
と
そ
の
セ
フ
ィ
ラ
に
不
正
規
に
接
続
、

ま
た
は
物
理
的
手
段
で
進
入
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
す
べ
て
の

ア
ー
マ
ー
値
が

－

10
（
最
低
０
）
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
ー

マ
ー
値
が
０
に
な
っ
て
い
る
間
、
ガ
ー
ド
値
も
０
に
な
る
。

●
「
自
己
の
変
容
を
望
む
」「
他
の
誰
か
で
あ
り
た
い
」
と
い
う

よ
う
な
表
現
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
自
身
の
エ
ゴ

0

0

0

0

0

0

0

0

を
表
現
し
、
罪
を
得
て
い
る
な
ら
、
以
後
こ
の
世
界
律
の
影
響
を

受
け
な
い
。（
最
終
的
に
は
Ｇ
Ｍ
が
判
断
せ
よ
）
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●
「
デ
ジ
タ
ル
ス
テ
ー
ジ
・
マ
ス
カ
レ
ー
ド
」

  『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
の
内
部
に
あ
っ
た
黒
い
“
羽フ
ェ
ザ
ー根
”
を
入
手

し
た
半
魔
“
Ｍ
Ｃ
”
が
、
そ
の
エ
ゴ
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
た
、
番

組
収
録
ス
タ
ジ
オ
を
模
し
た
ド
ミ
ニ
オ
ン
。

　

こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
自
体
は
『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
と
は
別
の
も

の
と
し
て
組
み
上
げ
ら
れ
、『
ア
ー
セ
ル
ト
レ
イ
』
と
『
地
球
ド

ミ
ニ
オ
ン
』
を
貫
く
よ
う
に
位
置
し
て
い
る
。

　

ぎ
ら
ぎ
ら
と
し
た
照
明
は
「
自
分
を
変
え
た
い
」
と
抗
う
人
々

が
放
つ
エ
ゴ
を
光
源
と
し
て
お
り
、
ド
ミ
ニ
オ
ン
中
枢
、“
羽
根
”

を
制
御
す
る
た
め
の
区
画
で
は
、
彼
が
拉
致
し
た
人
々
が
鳥
籠
に

収
め
ら
れ
、
そ
の
エ
ゴ
の
光
で
荒
れ
狂
う
“
羽
根
”
の
力
を
抑
え

込
ん
で
い
る
…
…
。

■
Ｄ
エ
ゴ

  【
衆
愚
を
煽
動
し
た
い
】

  【
輝
き
の
向
こ
う
側
を
見
る
】

※
こ
れ
ら
の
Ｄ
エ
ゴ
は
、
情
報
収
集
の
進
行
に
合
わ
せ
て
判
明
す

る
。
判
明
後
で
な
け
れ
ば
Ｄ
エ
ゴ
か
ら
の
罪
は
取
得
で
き
な
い
。

■
世
界
律
［
ア
ク
シ
デ
ン
ト
・
シ
ョ
ウ
］

　

視
聴
者
は
待
っ
て
い
る
。
彼
ら
を
愉
し
ま
せ
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
。
彼
ら
を

悦
ば
せ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
。

●
「
視
聴
者
」
が
登
場
し
て
い
る
シ
ー
ン
で
は
、
す
べ
て
の
判
定

の
フ
ァ
ン
ブ
ル
値
が
＋
３
さ
れ
る
。

■
世
界
律
［
欲
望
の
発
露
］

　

も
っ
と
変
わ
り
た
い
。
も
っ
と
楽
し
み
た
い
。
こ
の
番
組
は
、
そ
ん
な
エ

ゴ
に
寛
容
な
場
所
だ
。
そ
の
エ
ゴ
を
、
加
速
さ
せ
る
場
所
だ
。

●
こ
の
ド
ミ
ニ
オ
ン
内
で
は
、
ア
ン
ノ
ウ
ン
マ
ン
が
魔
物
を
見
て

も
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
さ
な
い
。
シ
ー
ン
中
に
行
う
す
べ
て
の
攻
撃

は
、
視
聴
者
に
と
っ
て
「
番
組
の
演
出
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

●
シ
ー
ン
終
了
時
に《
魔
獣
化
》中
だ
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、【
Ｆ

Ｐ
】
が
10
点
回
復
す
る
。

●
あ
な
た
は
、
ミ
ド
ル
フ
ェ
イ
ズ
の
シ
ー
ン
中
で
も
罪
の
獲
得
申

請
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
こ
の
方
法
で
罪
を
取
得
し
た

場
合
、
即
座
に
【
Ｆ
Ｐ
】
の
半
分
（
端
数
切
り
上
げ
）
を
失
う
。
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●シナリオパーソナリティ

萩
は ぎ や

谷アリサ
性別：女　　年齢：２４　　ルーツ：メディア
絆：ＰＣ④（信頼）　　エゴ：真実を追い求めたい

  「真実を伝え、アンノウンマン達を悪意ある魔物の物語
から守る」とメディアの使命に燃える、若手の雑誌記者。
勝ち気な性格で行動力もあるが、まだまだ未熟であり想
定外の事態に弱い。
　本シナリオでは『BBT には積極的に事件に首を突っ込むタイプの記
者系公式パーソナリティがいない』ことを理由に、「Tiny Egoism」（C94
で当サークルが頒布した同人誌）収録シナリオでこの立ち位置だった
彼女を再登場させている。もし GM の環境でそのような動機をもつ
NPC が息づいているのであれば、その NPC を起用してもよいだろう。

葉
は

月
づき

いのり
性別：女　　年齢：１６　　ルーツ：アイドル
絆：舞台（情熱）　　絆：久遠寺りりか（尊敬）
絆：ＰＣ①（興味）　　エゴ：笑顔をこの手で

 やや茶色がかった色の髪を、ワンサイドアップにまとめ
た、快活そうな印象を与える学生アイドル。前向きな性
格と演技が少しずつ評価され始め、ようやく池袋での評
価が安定してきた新鋭。自分の振る舞いで皆を笑顔に出来ればと常々
考えて活動しているが、空気を察さない、「雑」な性格が見え隠れする
発言がこぼれることもしばしば。
　かの伝説的なアイドル「久遠寺りりか」の直接の後輩でもあり、彼
女が首を突っ込んだ魔物がらみのトラブルにも数度巻き込まれ、場慣
れしている。月影高校生（１～２年。ＧＭで決定してよい）。
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“ ＭＣ ”
性別：男　　年齢：不明
ルーツ：地獄の道化師／電脳魔術師（デジタルノーツ）
絆：輝き（羨望）　　絆：アイドル（敬意）
エゴ：輝きの向こう側を見たい
エゴ：アイドルの世界を輝かせたい

　ただ “ ＭＣ ”（マスター・オブ・セレモニー：「司会」
の略語）とだけ名乗る、ＶＲサイト「アーセルトレイ」上で活動する
芸能プロデューサー。もともとは一介の半魔だったが、その本質は、
極限の状況で彼女たちが見せる “ 輝き ” こそを好む地獄の道化師である。
少々エゴが強かっただけの彼が、アーセルトレイ内で厳重に封印され
た黒い “ 羽根 ” を手に入れたことで状況は一変。ドミネーターとなった
彼は、アーセルトレイ内でアイドルたちの “輝

エ ゴ

き” を凝縮することで制
御し、アーセルトレイや地球ドミニオンを自らの好む “ 苦難を乗り越え
た先の輝き ” を見るための場として造り替えようとしていた。
　ただし、彼のバーチャルアイドルに対しての入れ込みようは本物で
あり、“ 羽根 ” のためにアイドル達の “ 輝き ” を集めていたのは、彼な
りの「アイドル」へのこだわりだったのだろう。たとえそれが歪

いびつ

でも。

“ ＭＣ ” 戦闘行動ガイド
①毎ラウンド《運

ガ チ ャ

命の回転機》を回す。対象は必ずエーテルボーグ全て。
②《世界律：神速》は最初のイニシアチブプロセスと《世界律：不滅》の
発動直後に使用する。
③メインプロセスごとの行動は以下の指針に従うとよい。

・初回のメインプロセスは《我が王国がそなたを護る》で、この時点で〔中
枢部〕に登場しているすべての「エーテルボーグ」を保護下に置く。

・２回目のメインプロセスは《崩壊のマニフェスト》を《世界律：暴発》で
対象拡大。このとき、「“ 羽根 ” の檻」がすでに破壊されているなら自身を
除く敵味方全員を、されていないならＰＣのみを対象に加える。（エーテル
ボーグが何らかの理由で全滅している場合は《崩壊のマニフェスト》は行
わず次に進む。）

・その後は、《地獄落とし》《ＳＰＡＭ》から適切なアーツを選択し、《世界律：
崩壊》も交えて可能な限り多くの敵を巻き込みながら攻撃する。
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●エネミーデータ「 “ ＭＣ ” 」

【肉体】【技術】【感情】【加護】【社会】
8 14 10 4 8

【白兵】【射撃】【回避】【行動】【ＦＰ】
7 10 5 16 220

●能力値

▼ドミニオンアーツ一覧
《我が運命、曇りなく廻れ》LV1（本誌 p163）
《我が王国がそなたを護る》LV1（『ADV』p140）
《世界律：運命制御》LV1（本誌 p163）
《世界律：絶望》LV2（『BBT』p234）
《世界律：超越》LV1（『BBT』p234）
《世界律：崩壊》LV2（『BBT』p234）
《世界律：神速》LV2（『BBT』p234）
《世界律：不変》LV1（『BBT』p234）
《世界律：不滅》LV1（『BBT』p234）
《世界律：暴発》LV1（『ADV』p138）

▼その他のアーツ一覧
《運命の回転機》LV3（『ADV』p128）
《地獄落とし》LV3（『BBT』p142）
《SPAM》LV3（『DCD』p62）
《ストレンジアーツ：
　崩壊のマニフェスト》（『BBT』p157）

《理不尽なリドル》（『DCD』p92）
《誘惑者》（『BBT』p143）
《痛打》（『BBT』p232）
《魂の契約書》（『BBT』p143）
《バベルライブラリー》（『DCD』p62）
《不協和音》LV1（『DOM』p78）
《アウトオヴコントロール》（『DCD』p62）

▼アイテム一覧
「アバター：プロフェッサー」

　情報収集判定の達成値を＋ 2
する。《バベルライブラリー》を
ドッジの判定にも使用可能。

「アバター：フェロモンマスター」
　電脳魔術師のアーツでＢＳを
与えたときに追加で使用し、［翻
弄：あなた］を与える。

「ユニゾンアバター」
　通常はひとつしか装備できな
い「アバター」を、同時にふた
つ装備できる。上記ふたつを同
時に装備。

アーツ一覧の略号はそれぞれ以下の冊子を示す。　　『BBT』：基本ルールブック
　『DCD』：ディケイド　　『DOM』：ドミニオンズ　　『ADV』：アドヴェント

▼攻撃とダメージ
 《ＳＰＡＭ》
　判定値：【技術】14
　対象：範囲／射程：シーン
　ダメージ：〈技術〉14+3D6
※「種別：機械」にはダメージ
+5。ダメージを与えたら放心を
与える。
 《地獄落とし》
　判定値：【社会】8
　対象：単体／射程：シーン
　ダメージ：〈感情〉10+3D6
※ダメージを与えたら、重圧と
束縛を与える。

▼その他の能力
ガード値：０
アーマー値：１＋能力値Ｂ
エネミーレベル：９
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●エネミーデータ「 視聴者 」

【肉体】【技術】【感情】【加護】【社会】
4 6 4 4 8

【白兵】【射撃】【回避】【行動】【ＦＰ】
6 8 1 7 特殊

●能力値

▼アーツ一覧
《霊子通信回線》LV1（本誌 p163）
《烏合の衆》（本誌 p163）
《ＢＳ攻撃：狼狽》（『BBT』p233）
《範囲攻撃》（『BBT』p231）
《シャッターチャンス》LV3（『DOM』p150）

▼攻撃とダメージ
 《シャッターチャンス》
判定値：【社会】8　※射撃攻撃
対象：単体／射程：シーン
　ダメージ：〈社会〉8+3D6
※ダメージを与えたら迫害状態
にする。財産点を 3 点払えばこ
の迫害状態は解除可能。

▼その他の能力
ガード値：０
アーマー値：０
エネミーレベル：３

 【FP】のデータを持たないが、番組の演出でない攻撃を受けると即退場する。
 ●行動ガイド：移動せずに《シャッターチャンス》での攻撃を繰り返す。

●エネミーデータ「 スナップタレット 」

【肉体】【技術】【感情】【加護】【社会】
8 14 4 4 4

【白兵】【射撃】【回避】【行動】【ＦＰ】
7 13 4 9 85

●能力値

▼アーツ一覧
《接近困難》（『BBT』p233）　　《悪徳行為》（『ADV』p144）
《ＢＳ付与：狼狽》（『BBT』p233）

▼攻撃とダメージ
 「制圧用ペイント弾」（射撃）
判定値：13　対象：単体　射程：遠隔
攻撃力：〈技術〉26+2D6
※この武器を使用して行った攻撃でＢＳ
を与え、それが解除されないまま戦闘が
終了したら、そのＰＣを迫害状態にする。

▼その他の能力
ガード値：５
アーマー値：３＋能力値Ｂ
エネミーレベル：７

 
 「ターレットスイング」（白兵）
判定値：8　対象：範囲　射程：至近
攻撃力：〈肉体〉10+3D6
※追加効果なし。「制圧用ペイント弾」
で狙えるキャラクターがいない場合のみ
使用する。
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●エネミーデータ「 エーテルボーグ 」

【肉体】【技術】【感情】【加護】【社会】
4 12 4 4 4

【白兵】【射撃】【回避】【行動】【ＦＰ】
6 12 5 9 120

●能力値

▼アーツ一覧
《霊子通信回線》LV2
《弱点属性：感情》（『BBT』p232）
《防衛役》（『BBT』p232）
《範囲攻撃》（『BBT』p231）
《パワーチャージ》（『BBT』p231）
《ＢＳ付与：狼狽》（『BBT』p233）
《痛打》（『BBT』p232）

▼攻撃とダメージ
 「アームキャノン」（射撃）
　判定値：12　対象：単体　射程：シーン
　攻撃力：〈技術〉18+2D6

▼その他の能力
ガード値：１０
アーマー値：１＋能力値Ｂ
エネミーレベル：６

▼戦闘行動ガイド
　可能な限り多くのＰＣを巻き込むように《範
囲攻撃》＋「アームキャノン」で攻撃する。
　ただし、位置取りの都合で範囲攻撃が効果
的でないと思われる場合や、エンゲージが分
かれた場合は、《パワーチャージ》や《ＢＳ付
与：狼狽》も活用して単体攻撃を行ってよい。

●オブジェクトデータ「 “ 羽根 ” の檻」

【肉体】【技術】【感情】【加護】【社会】
8 14 10 4 8

【白兵】【射撃】【回避】【行動】【ＦＰ】
7 10 5 16 1

●能力値 ▼その他の能力
ガード値：０
アーマー値：０

▼運用ガイド
　「“ 羽根 ” の檻」は、“ ＭＣ ” が持つ黒い “ 羽根 ” を制御するために作られた
ドミニオンの［パワーソース］に相当する資産である。ＰＣ達は戦場に配置
された「“ 羽根 ” の檻」を攻撃し、１点以上のダメージを与えて破壊することで、
“ ＭＣ ” の “ 羽根 ” の制御を失わせることができる。
　「“ 羽根 ” の檻」は、“ ＭＣ ” と全く同じ判定値でドッジを行う。“ ＭＣ ” は《誘
惑者》等を含め、ＰＣからの攻撃に対し全力で回避を試みるよう行動せよ。
　戦闘の難度を上げたい場合、「“ 羽根 ” の檻」が行う判定にも《世界律：運
命制御》のクリティカル値修正が有効である、としてもよい。その場合は経
験点算出の際に「ドミニオンアーツの数」に１点分加点すること。
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●キャラクターデータ「 葉月いのり」

【肉体】【技術】【感情】【加護】【社会】
4 6 5 4 10

【白兵】【射撃】【回避】【行動】【ＦＰ】
6 6 5 10 35

●能力値

▼アーツ一覧
《サポートフォーム》（『BBT』p108）
《ワンモアチャンス》（『BBT』p108）
《伝説の偶像》LV1（『ADV』p99）
《オンステージ》LV1（『ADV』p99）
《チェンジエモーション》LV1（『ADV』p99）
《伝説の檜舞台》LV2（『ADV』p99）
《一気呵成》LV1（『DCD』p48）
《命の防壁》LV1（『BBT』p170）
《彼方からの声援》LV1（『DOM』p97）

▼その他の備考
　葉月いのりは「愛」「罪」をそれぞれ１点ずつ
持つ。ただし、彼女の「罪」はドミニオンの［世
界律］の影響を無視するためには使用できない。

▼攻撃とダメージ
「プレッシャー」

判定値：【射撃】6
対象：単体　射程：シーン
ダメージ：〈社会〉14+1D6
※クラードに対してはダメージ
に +3 し、ダメージを与えるこ
とができれば重圧も追加。

▼能力早見表
ガード値：０
アーマー値：１＋能力値Ｂ

▼運用ガイド
　シナリオの「クライマックス
フェイズ」の部分を参照。
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種別：なし　　　　　最大 LV：2
タイミング：クリンナッププロセス
判定値：自動成功　　対象：自身
射程：なし　　　　　コスト：0
効果：あなたが受けているバッドス
テータスを LV 個まで選んで回復する。
このアーツを取得している場合常に、
バッドステータスを受けている間はク
ラードとして扱いファンブル値＋４。

解説：“ ＭＣ ” が視聴者達に供与して
いた特殊な通信回線を表すアーツ。視
聴者達は、本人達も知らぬままドミニ
オンの機能の一部を担っていたのだ。

霊
れい

子
し

通信回線

その運命、曇
くも

りなく廻
めぐ

れ
種別：Ｄエゴ　　　　最大 LV：1
タイミング：常時
判定値：自動成功　　対象：自身
射程：なし　　　　　コスト：0
効果：あなたは毎ラウンド《運命の回転機》
を使用しなければならず、その判定にファ
ンブルした場合は《運命の回転機》の対象
に［翻弄：あなた］を与える（このＢＳは、《我
が王国がそなたを護る》の影響下でも与え
られる）。さらに効果時間を「そのラウン
ド中」に変更し、効果『Ｒ』『ＳＲ』で得
られる以下の効果を修正する。●達成値修
正をさらに＋２。●ダメージ修正をさらに
＋１０。●アーマー値修正をさらに＋５。

烏
う

合
ごう

の衆
種別：なし　　　　　最大 LV：1
タイミング：常時
判定値：自動成功　　対象：自身
射程：なし　　　　　コスト：0
効果：このキャラクターが１点でもダ
メージを受けたなら、以後クラードと
して扱われ、リアクションできない。

（ダメージを与えたことによって追加
効果が発生するアーツ等によりダメー
ジを受けた場合、このアーツの効果で
クラード化してから追加効果の判定と
処理を行う。）
解説：彼らは平時なら統率の取れた集
団だが、簡単な刺激で統率を失う。

世界律：運命制御
種別：なし　　　　　最大 LV：1
タイミング：常時
判定値：自動成功　　対象：自身
射程：なし　　　　　コスト：0
効果：このアーツはドミニオンアーツ
として扱う。“ ＭＣ ” が “ 羽根 ” を制
御している限り、彼の【社会】判定
のクリティカル値を－７する。制御を
失ったなら、代わりに彼の【社会】判
定のファンブル値に＋７する。
解 説：“ Ｍ Ｃ ” が 自 ら の 得 た “ 羽 根 ”
を制御することで得た、非常に強い運
命制御力を示すドミニオンアーツ。し
かしその制御は危ういものだ。

●シナリオオリジナルのエネミーアーツ
　本シナリオでは、シナリオのギミックやドミネーターの特徴を十分に表現す
るため、ドミニオンアーツ２種を含む４種類のオリジナルアーツを使用してい
る。ＧＭはデータを必ず確認してからシナリオをプレイすること。
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　有限会社ファーイースト・アミューズメント・リサーチの著作物です。

画像素材
●ジュエルセイバー FREE
　　http://www.jewel-s.jp/
●萌えキャラアバター作成サービス　きゃらふと
　　http://charaft.com
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